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お
わ
り
には

じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
戦
前
の
言
論
は
厳
し
い
国
家
統
制
の
下
に
あ
っ
た
。
戦
前
の
大
日
本
国
憲
法
も
言
論
の
自
由
を
保
障
し
て
は
い
た
が
、

そ
れ
は
法
律
の
留
保
の
下
で
で
あ
り
、
多
く
の
言
論
規
制
法
が
存
在
し
て
い
た
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
っ
て
言
論
規
制
法
の
効
力

が
停
止
さ
れ
、
昭
和
二
二
年
に
施
行
さ
れ
た
新
憲
法
の
下
で
表
現
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
に
は
、
刑
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
名
誉
毀
損
罪
に
つ
い
て
、
事
実
証
明
の
規
定
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
罪
の
法
定
刑
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
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名
誉
毀
損
罪
の
事
実
証
明
規
定
は
、
戦
前
に
も
出
版
法
・
新
聞
紙
法
に
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
要
件
が
極
め
て
厳
格
に
解
さ
れ
て
い

た
。
昭
和
二
二
年
改
正
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
出
版
物
に
限
ら
ず
一
般
化
し
て
刑
法
典
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
要
件
も
緩
和
し
た
の
で

あ
る
。
他
方
で
、
名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
の
上
限
は
、
一
年
か
ら
三
年
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
一
見
相
反
す
る
改
正
は
、
新
憲
法
の

下
で
名
誉
権
を
含
む
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
事
前
検
閲
が
廃
止
さ
れ
、
表
現
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
名
誉
侵
害
を
よ
り
厳
し
く
処
罰
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
と
説
明
さ
れ
た
。
改
正
法
の
解
説
を
書
か
れ
た
中
野
次
雄

博
士
は
、「
今
回
の
法
定
刑
の
引
き
上
げ
は
、
憲
法
が
特
に
強
調
す
る
人
権
尊
重
の
精
神
に
従
っ
て
、
こ
の
機
会
に
個
人
の
重
要
権
益
の

一
つ
た
る
名
誉
の
保
護
を
厚
く
す
る
趣
旨
を
宣
言
し
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
新
憲
法
の
保
障
に
基
づ
い
て
言
論
出
版
が

完
全
に
自
由
と
な
り
、
事
前
検
閲
の
一
切
廃
止
さ
れ
た
今
日
に
お
い
て
は
、
そ
の
自
由
の
濫
用
・
行
き
す
ぎ
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
危
険
は

往
時
に
比
し
て
一
層
増
大
し
て
い
る
。
言
論
出
版
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
の
反
面
と
し
て
名
誉
の
保
護
が
一
段
と
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
本
条
改
正
の
理
由
に
他
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（（
（

。

筆
者
は
、
以
前
、
こ
の
説
明
に
基
づ
い
て
、
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
事
前
規
制
社
会
か
ら
事
後
規
制
社
会
に
転
換
す
る
と
抑
止
力
を
確
保

す
る
た
め
に
制
裁
が
厳
し
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
の
一
例
と
し
て
名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
の
引
き
上
げ
を
挙
げ
た
こ
と
が
あ
る（（
（

。
し
か

し
、
そ
の
後
、
戦
前
の
言
論
規
制
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
妥
当
性
に
つ
い
て
疑
い
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た（（
（

。

そ
も
そ
も
、
戦
前
の
出
版
法
・
新
聞
紙
法
に
よ
る
出
版
規
制
に
お
い
て
、
名
誉
毀
損
に
当
た
る
言
論
は
規
制
の
対
象
で
は
な
か
っ
た（（
（

。

し
た
が
っ
て
、
中
野
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
出
版
法
・
新
聞
紙
法
の
事
前
検
閲
制
度
の
廃
止
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
危
険
の
増
大
は
、

あ
っ
た
と
し
て
も
間
接
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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真
実
証
明
規
定
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
奥
平
康
弘
教
授
が
、「
新
聞
紙
法
・
出
版
法
の
全
廃
に
よ
り
、
こ
の
例
外
措
置
を
も

失
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
真
実
の
証
明
を
許
さ
な
い
二
三
〇
条
の
原
則
だ
け
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
困
る
と
い
う
法
律
上
の

関
心
（
あ
え
て
い
え
ば
、
内
閣
法
制
局
的
な
問
題
関
心
）
か
ら
、
二
三
〇
条
ノ
二
が
考
案
さ
れ
挿
入
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
立
法
者
は

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
の
自
由
に
関
し
戦
前
に
は
な
か
っ
た
な
に
か
を
積
極
的
に
新
し
く
創
設
す
る
と
い
う
意
欲
を
も
っ
て
い
た
と

は
思
え
な
い
。
旧
法
律
規
定
の
積
み
か
え
と
い
う
意
識
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（（
（

。

戦
前
の
刑
法
改
正
作
業
の
終
着
点
で
あ
っ
た
改
正
刑
法
仮
案
で
は
、
す
で
に
名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
の
引
き
上
げ
と
事
実
証
明
の
導
入

が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
昭
和
二
二
年
改
正
は
、
新
憲
法
の
精
神
に
基
づ
く
新
た
な
立
法
で
は
な
く
、
戦
前
の
改
正
作

業
の
一
部
実
現
と
と
ら
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
検
討
す
る
た
め
、
以
下
で
は
、
ま
ず
戦
前
の
名
誉
侵
害
罪
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
う
え
で
、
改
正
刑
法
仮
案

の
起
草
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

斎
藤
信
治
先
生
に
は
、
御
著
書･

御
論
文
を
通
じ
て
、
ま
た
直
接
お
目
に
か
か
っ
た
際
に
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
そ
の
お
人

柄
と
学
問
的
態
度
に
感
銘
を
受
け
て
き
た
。
斎
藤
先
生
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い
し
て
、
本
稿
を
献
げ
た
い
。
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二

第
一
章　

明
治
四
〇
年
刑
法
ま
で
の
沿
革

一　

名
誉
に
対
す
る
罪
の
沿
革

最
初
に
、
明
治
維
新
か
ら
明
治
四
〇
年
の
現
行
刑
法
制
定
ま
で
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
沿
革
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い（（
（

。

名
誉
に
対
す
る
罪
は
、「
新
律
綱
領
」（
明
治
三
年
頒
布
）、「
改
定
律
令
」（
明
治
六
年
布
告
）
に
も
存
在
し
て
い
た
が（（
（

、
我
が
国
初
の
近
代

的
法
規
は
、
言
論
弾
圧
法
と
し
て
悪
名
高
い
明
治
八
年
の
「
讒
謗
律
」
で
あ
る
。
そ
の
規
定
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た（（
（

。

第
一
条　

凡
ソ
事
実
ノ
有
無
ヲ
論
セ
ス
人
ノ
栄
誉
ヲ
害
ス
ヘ
キ
ノ
行
事
ヲ
摘
発
公
布
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
讒
毀
ト
ス
、
人
ノ
行
事
ヲ
挙
ル

ニ
非
ス
シ
テ
悪
名
ヲ
以
テ
人
ニ
加
ヘ
公
布
ス
ル
者
之
ヲ
誹
謗
ト
ス
、
著
作
文
書
若
ク
ハ
画
図
肖
像
ヲ
用
ヒ
展
観
シ
若
ク
ハ
発
売
シ

若
ク
ハ
貼
示
シ
テ
人
ヲ
讒
毀
シ
若
ク
ハ
誹
謗
ス
ル
者
ハ
下
ノ
条
別
ニ
従
テ
罪
ヲ
科
ス

第
二
条　

第
一
条
ノ
所
為
ヲ
以
テ
乗
与
ヲ
犯
ス
ニ
渉
ル
者
ハ
禁
獄
三
月
以
上
三
年
以
下
罰
金
五
十
円
以
上
千
円
以
下
（
二
罪
併
セ
科

シ
或
ハ
偏
へ
ニ
一
罪
ヲ
科
ス
以
下
之
ニ
倣
へ
）

第
三
条　

皇
族
ヲ
犯
ス
ニ
渉
ル
者
ハ
禁
獄
一
五
日
以
上
二
年
半
以
下
罰
金
一
五
円
以
上
七
百
円
以
下

第
四
条　

官
吏
ノ
職
務
ニ
関
シ
讒
毀
ス
ル
者
ハ
禁
獄
十
日
以
上
二
年
以
下
罰
金
十
円
以
上
五
百
円
以
下
誹
謗
ス
ル
者
ハ
禁
獄
五
日
以

上
一
年
以
下
罰
金
五
円
以
上
三
百
円
以
下

第
五
条　

華
士
族
平
民
ニ
対
ス
ル
ヲ
論
セ
ス
讒
毀
ス
ル
者
ハ
禁
獄
七
日
以
上
一
半
年
以
下
罰
金
五
円
以
上
三
百
円
以
下
誹
謗
ス
ル
者
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ハ
罰
金
三
円
以
上
百
円
以
下

第
六
条　

法
ニ
依
リ
検
官
若
ク
ハ
法
官
ニ
向
テ
罪
犯
ヲ
告
発
シ
若
ク
ハ
証
ス
ル
者
ハ
第
一
条
ノ
例
ニ
ア
ラ
ス
、
其
ノ
故
造
誣
告
シ
タ

ル
者
ハ
誣
告
律
ニ
依
ル

第
七
条　

若
シ
讒
毀
ヲ
受
ル
ノ
事
刑
法
ニ
触
ル
ル
者
検
官
ヨ
リ
其
事
ヲ
糾
治
ス
ル
カ
若
ク
ハ
讒
毀
ス
ル
者
ヨ
リ
検
官
若
ク
ハ
法
官
ニ

告
発
シ
タ
ル
時
ハ
讒
毀
ノ
罪
ヲ
治
ム
ル
事
ヲ
中
止
シ
以
テ
事
案
ノ
決
ヲ
俟
チ
其
ノ
被
告
人
罪
ニ
座
ス
ル
時
ハ
讒
毀
ノ
罪
ヲ
論
セ
ス

　

若
シ
事
刑
法
ニ
触
レ
ス
シ
テ
単
ヘ
ニ
人
ノ
栄
誉
ヲ
害
ス
ル
者
ハ
讒
毀
ス
ル
ノ
後
官
ニ
告
発
ス
ト
雖
仍
ホ
讒
毀
ノ
罪
ヲ
治
ム

第
八
条　

凡
ソ
讒
毀
誹
謗
ノ
第
四
条
第
五
条
ニ
係
ル
者
ハ
被
害
ノ
官
民
自
ラ
告
ル
ヲ
待
テ
乃
チ
論
ス

同
時
に
新
聞
紙
条
例
が
制
定
さ
れ
、
讒
謗
律
と
新
聞
紙
条
例
に
よ
っ
て
編
集
者
・
新
聞
記
者
で
罪
に
問
わ
れ
る
者
が
相
次
い
だ
。
当
初

は
、
禁
獄
の
執
行
が
自
宅
禁
獄
で
あ
っ
た
の
で
自
宅
で
執
筆
で
き
た
が
、
明
治
九
年
に
新
築
の
獄
舎
が
落
成
し
て
か
ら
は
、
獄
舎
に
収
容

さ
れ
た
た
め
、
新
聞
記
者
に
恐
慌
を
来
し
た
と
い
う（（
（

。

続
い
て
、
明
治
一
三
年
に
制
定
さ
れ
た
「
旧
刑
法
」
の
規
定
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

第
十
二
節　

誣
告
及
誹
毀
ノ
罪

第
三
百
五
十
八
条　

悪
事
醜
行
ヲ
摘
発
シ
テ
人
ヲ
誹
毀
シ
タ
ル
者
ハ
事
実
ノ
有
無
ヲ
問
ハ
ス
左
ノ
例
ニ
照
シ
テ
処
断
ス

一
、
公
然
ノ
演
説
ヲ
以
テ
人
ヲ
誹
毀
シ
タ
ル
者
ハ
十
一
日
以
上
三
月
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
シ
三
円
以
上
三
十
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附

加
ス



二
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四

二
、
書
類
図
画
ヲ
公
布
シ
又
雑
劇
偶
像
ヲ
作
為
シ
テ
人
ヲ
誹
毀
シ
タ
ル
者
ハ
十
五
日
以
上
六
月
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
シ
五
円
以
上

五
十
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス

第
三
百
五
十
九
条　

死
者
ヲ
誹
毀
シ
タ
ル
者
ハ
誣
罔
ニ
出
テ
タ
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
前
条
ノ
例
ニ
照
ラ
シ
テ
処
断
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
百
六
十
一
条　

此
節
ニ
記
載
シ
タ
ル
誹
毀
ノ
罪
ハ
被
害
者
又
ハ
死
者
ノ
親
族
ノ
告
訴
ヲ
待
テ
其
ノ
罪
ヲ
論
ス

第
四
編　

違
警
罪

第
四
百
二
十
六
条　

左
ノ
諸
件
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
二
日
以
上
五
日
以
下
ノ
拘
留
ニ
処
シ
又
ハ
五
十
銭
以
上
一
円
以
下
ノ
科
料
ニ
処
ス

十
二　

公
然
人
ヲ
罵
詈
嘲
弄
シ
タ
ル
者
、
但
訴
ヲ
以
テ
其
ノ
罪
ヲ
論
ス

旧
刑
法
施
行
に
よ
り
、
讒
謗
律
は
廃
止
さ
れ
た
。
読
売
新
聞
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
五
年
に
旧
刑
法
が
施
行
さ
れ

る
と
新
聞
社
の
編
集
者
等
が
処
罰
さ
れ
る
記
事
が
激
減
し
て
お
り（（（
（

、
讒
謗
律
廃
止
の
影
響
の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
る
。

旧
刑
法
施
行
後
、
何
度
か
の
刑
法
改
正
案
を
経
て
、
明
治
四
〇
年
に
現
行
刑
法
が
制
定
さ
れ
た（（（
（

。
そ
の
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
十
四
章　

名
誉
ニ
対
ス
ル
罪

第
二
三
一
条　

公
然
事
実
ヲ
摘
示
シ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
ソ
ノ
事
実
ノ
有
無
ヲ
問
ハ
ス
一
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
又
ハ

五
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　

死
者
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
誣
罔
ニ
出
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス

第
二
三
二
条　

事
実
ヲ
摘
示
セ
ス
ト
雖
公
然
人
ヲ
侮
辱
シ
タ
ル
者
ハ
拘
留
又
ハ
科
料
ニ
処
ス
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第
二
三
三
条　

本
章
ノ
罪
ハ
告
訴
ヲ
待
テ
之
ヲ
論
ス

二　

出
版
法
・
新
聞
紙
法
の
事
実
証
明
規
定

こ
の
間
、
明
治
二
〇
年
に
出
版
条
例
お
よ
び
新
聞
紙
条
例
に
名
誉
毀
損
罪
の
事
実
証
明
規
定
が
設
け
ら
れ（（（
（

、
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
に

制
定
さ
れ
た
出
版
法
お
よ
び
明
治
四
二
年
に
制
定
さ
れ
た
新
聞
紙
法
に
こ
れ
が
引
き
継
が
れ
た
。
新
聞
紙
法
の
規
定
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
（
出
版
法
の
規
定
も
ほ
ぼ
同
じ
）。

新
聞
紙
法
第
四
十
五
条　

新
聞
紙
ニ
掲
載
シ
タ
ル
事
項
ニ
付
名
誉
ニ
対
ス
ル
罪
ノ
公
訴
ヲ
提
起
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
其
ノ
私
行
ニ
渉

ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
所
ニ
於
テ
悪
意
ニ
出
テ
ス
専
ラ
公
益
ノ
為
ニ
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
被
告
人
ニ
事
実
ヲ
証
明
ス
ル

コ
ト
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得
若
其
ノ
証
明
ノ
確
立
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス
公
訴
ニ
関
聯
ス
ル
損
害
賠
償
ノ
訴
ニ
対

シ
テ
ハ
其
ノ
義
務
ヲ
免
ル

し
か
し
、
大
審
院
の
判
例
は
、
同
条
に
い
う
「
私
行
」
の
範
囲
を
極
め
て
広
く
解
し
た
た
め
、
公
務
員
に
よ
る
公
務
執
行
に
関
す
る
記

事
を
除
い
て
事
実
証
明
に
よ
る
免
責
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
判
大
正
六
年
四
月
五
日
（
刑
録
二
三

輯
六
巻
二
七
五
頁
）
は
、「
新
聞
紙
法
第
四
十
五
条
ニ
所
謂
私
行
ト
ハ
人
ノ
私
生
活
関
係
ニ
於
ケ
ル
行
為
ヲ
指
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
官
吏
公

吏
其
他
ノ
公
務
ニ
従
事
ス
ル
者
ノ
行
為
ト
雖
モ
其
公
生
活
関
係
ニ
非
ス
シ
テ
其
私
生
活
関
係
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
私
行
ナ
リ
ト
解
ス
ヘ

ク
行
為
ノ
結
果
カ
直
接
ニ
利
害
関
係
ヲ
公
衆
ニ
及
ホ
ス
虞
ア
リ
ヤ
否
ヤ
ノ
点
ヨ
リ
観
察
シ
テ
之
ヲ
以
テ
私
行
ト
否
ト
ヲ
甄
別
ス
ル
ノ
標
準
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ト
為
ス
ハ
当
ラ
ス
」
と
一
般
論
を
述
べ
た
上
で
、
公
務
員
が
詐
欺
罪
を
行
っ
た
と
の
記
事
は
私
行
に
渉
る
も
の
と
判
示
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
判
例
に
従
っ
て
、
弁
護
士
の
株
主
総
会
に
お
け
る
行
為
（
大
判
大
正
一
二
・
一
二
・
一
四
刑
集
二
巻
九
七
六
頁
）、
弁
護
士
の
訴
訟
代
理

を
断
る
行
為
（
大
判
大
正
一
二
・
一
二
・
二
七
刑
集
二
巻
一
〇
三
七
頁
）、
医
師
の
治
療
行
為
（
大
判
大
正
一
三
・
七
・
一
九
刑
集
三
巻
五
八
三
頁
）、

弁
護
士
の
報
酬
契
約
（
大
判
昭
和
六
・
一
一
・
五
刑
集
一
〇
巻
五
二
七
頁
）、
弁
護
士
の
訴
訟
行
為
（
大
判
昭
和
八
・
六
・
六
刑
集
一
二
巻
六
五
三

頁
）、
市
の
失
業
救
済
事
業
に
お
け
る
市
会
議
員
の
詐
欺
行
為
（
大
判
昭
和
九
・
二
・
八
刑
集
一
三
巻
一
〇
七
頁
）、
後
見
人
の
横
領
行
為
（
大

判
昭
和
九
・
三
・
八
刑
集
一
三
巻
二
四
三
頁
）、
商
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
（
大
判
昭
和
一
一
・
七
・
二
刑
集
一
五
巻
八
五
七
頁
）、
市
会
議
員
が

産
業
奨
励
金
の
下
附
を
受
け
る
行
為
（
大
判
昭
和
一
五
・
一
・
二
五
刑
集
一
九
巻
一
頁
）
な
ど
が
「
私
行
」
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
法
律
の
事
実
証
明
規
定
に
該
当
し
な
く
と
も
、
裁
判
所
が
情
状
取
調
べ
と
し
て
事
実
証
明
を
許
す
こ
と
は
妨
げ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
た（（（
（

。

第
二
章　

改
正
刑
法
仮
案
の
起
草
過
程

一　

概　
　
　

観

現
行
刑
法
の
改
正
作
業
は
、
大
正
一
〇
年
に
臨
時
法
制
審
議
会
に
対
し
て
刑
法
改
正
に
関
す
る
諮
問
（
諮
問
第
四
号
）
が
な
さ
れ
た
こ

と
で
始
ま
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

政
府
ハ
主
ト
シ
テ
左
ノ
理
由
ニ
基
キ
現
行
刑
法
ノ
規
定
中
改
正
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
認
ム
。
其
ノ
可
否
如
何
。
若
シ
可
ト
セ
ハ
改
正
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名
誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

ノ
綱
領
如
何
。

一　

現
行
刑
法
ノ
規
定
ハ
之
ヲ
我
国
固
有
ノ
道
徳
及
美
風
良
習
ニ
稽
ヘ
改
正
ノ
必
要
ア
ル
ヲ
認
ム

一　

現
行
刑
法
ノ
規
定
ハ
人
身
及
名
誉
ノ
保
護
ヲ
完
全
ニ
ス
ル
為
改
正
ノ
必
要
ア
ル
ヲ
認
ム

一　

輓
近
人
心
ノ
趨
向
ニ
見
テ
犯
罪
防
遏
ノ
効
果
ヲ
確
実
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
刑
事
制
裁
ノ
種
類
及
執
行
方
法
ヲ
改
ム
ル
ノ
必
要
ア
ル
ヲ

認
ム

諮
問
を
受
け
た
臨
時
法
制
審
議
会
は
、
主
査
委
員
会
を
設
置
し
て
綱
領
案
を
作
成
さ
せ
、
作
成
さ
れ
た
綱
領
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

て
、
大
正
一
五
年
一
一
月
に
「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
を
決
議
答
申
し
た
。
綱
領
中
で
名
誉
に
対
す
る
罪
に
関
連
す
る
項
目
と
し
て
は
以
下

の
も
の
が
あ
る
。

一
、
各
罪
ニ
対
ス
ル
刑
ノ
軽
重
ハ
本
法
ノ
醇
風
美
俗
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
忠
孝
其
ノ
他
道
義
ニ
関
ス
ル
犯
罪
ニ
付
テ
ハ
特

ニ
其
ノ
規
定
ニ
注
意
ス
ル
コ
ト

三
五
、
名
誉
毀
損
罪
ハ
之
ヲ
重
キ
モ
ノ
ト
軽
キ
モ
ノ
ト
ニ
区
別
シ
其
ノ
重
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
非
親
告
罪
ト
為
ス
コ
ト
但
被
害
者
ノ
意
思

ニ
反
シ
テ
訴
追
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

名
誉
毀
損
罪
ノ
刑
ハ
之
ヲ
重
ク
シ
生
命
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
ノ
刑
ト
権
衡
ヲ
得
シ
ム
ル
コ
ト

三
六
、
名
誉
毀
損
罪
ニ
付
被
害
者
ハ
事
実
ノ
証
明
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
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こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
、
刑
法
改
正
案
の
作
成
が
司
法
省
に
指
示
さ
れ
、
昭
和
二
年
一
月
に
泉
二
新
熊
を
中
心
と
す
る
司
法
省
職
員
に

よ
っ
て
刑
法
改
正
原
案
起
草
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
同
年
三
月
に
刑
法
予
備
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
続
い
て
、
同
年
六
月
に
「
刑
法
並
監

獄
法
改
正
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
六
月
一
四
日
の
総
会
に
お
い
て
刑
法
改
正
起
草
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
同
月

一
八
日
に
第
一
回
起
草
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
六
年
九
月
一
五
日
ま
で
一
五
一
回
に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
て
総
則
編
を
脱

稿
し
て
こ
れ
を
総
会
の
議
に
付
し
、
若
干
の
条
項
を
留
保
し
た
ま
ま
未
定
稿
と
し
て
こ
れ
を
発
表
し
た
。
引
き
続
き
同
年
九
月
二
二
日
よ

り
各
則
編
の
審
議
を
開
始
し
、
二
〇
八
回
に
わ
た
り
会
議
を
重
ね
て
成
案
を
得
て
こ
れ
を
総
会
に
付
議
し
、
昭
和
一
五
年
三
月
一
九
日
に

若
干
の
条
項
を
留
保
の
ま
ま
審
議
を
終
わ
り
、
未
定
稿
と
し
て
こ
れ
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
「
刑
法
並
監
獄
法
改
正
調
査
委
員
会
総
会
決

議
及
留
保
事
項
（
刑
法
総
則
及
各
則
未
定
稿
）」
い
わ
ゆ
る
「
改
正
刑
法
仮
案
」
で
あ
る（（（
（

。

以
下
で
は
、
刑
法
仮
案
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
審
議
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二　

臨
時
法
制
審
議
会
に
お
け
る
審
議

㈠　

臨
時
法
制
審
議
会
の
開
催
と
主
査
委
員
会
の
設
置

諮
問
第
四
号
を
受
け
て
、
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
八
日
に
第
一
回
臨
時
法
制
審
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
最
初
に
高
橋
是
清
首
相
か
ら

諮
問
の
内
容
と
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
た
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

名
誉
に
対
す
る
罪
に
関
連
す
る
部
分
と
し
て
は
、高
橋
首
相
が
、諮
問
第
二
条
の
理
由
と
し
て
、「
近
時
世
間
ノ
情
態
ヲ
察
シ
マ
ス
ル
ニ
、

物
質
偏
重
ノ
傾
向
ハ
日
ニ
甚
シ
イ
ヤ
ウ
テ
ア
リ
マ
ス
、
之
ヲ
救
治
ス
ル
ニ
ハ
教
育
ノ
力
其
他
社
会
的
施
設
、
行
政
上
ノ
措
置
等
幾
多
ノ
途

カ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ
ラ
レ
マ
ス
ケ
レ
ト
モ
、
法
制
ノ
如
何
モ
亦
至
大
ノ
関
係
カ
ア
ル
ト
信
シ
マ
ス
、
然
ル
ニ
現
行
刑
法
ハ
此
点
ニ
於
テ
適
当
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誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

テ
ナ
イ
モ
ノ
カ
ア
ル
ヤ
ウ
ニ
考
ヘ
マ
ス
ノ
テ
、
之
ニ
相
当
ノ
改
正
ヲ
加
フ
ル
ノ
必
要
カ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
受

け
て
、
幹
事
の
林
賴
三
郎
は
、「
現
行
刑
法
ノ
規
定
ハ
財
産
権
ノ
主
ナ
方
面
ニ
付
テ
ハ
相
当
ニ
周
密
ニ
出
来
テ
居
リ
マ
ス
、
先
ツ
大
体
ニ

於
テ
今
日
ノ
制
度
テ
差
支
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
、
人
身
及
名
誉
ノ
点
ニ
於
テ
ハ
財
産
ノ
方
ニ
比
較
シ
マ
ス
ル
ト
幾
分
カ
軽
ク
ナ
ツ
テ
居
ル

ヤ
ウ
ナ
感
シ
カ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ
実
際
ノ
取
扱
ニ
干
与
シ
タ
経
験
家
ハ
深
ク
感
シ
テ
居
リ
マ
ス
」
と
述
べ
、
そ
の
例
と
し
て
、
窃
盗
・
詐

欺
の
刑
が
懲
役
一
〇
年
迄
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
名
誉
毀
損
の
刑
は
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
百
円
以
下
の
罰
金
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る（（（
（

。

臨
時
法
制
審
議
会
は
改
正
の
議
を
可
決
し
、
主
査
委
員
会
を
設
け
て
綱
領
案
の
作
成
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㈡　

主
査
委
員
会
に
お
け
る
綱
領
案
の
作
成

主
査
委
員
会
は
、大
正
一
〇
年
一
二
月
に
第
一
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、倉
富
勇
三
郎
が
主
査
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。主
査
委
員
会
は
、

小
委
員
を
選
定
し
て
幹
事
と
伴
に
綱
領
準
備
草
案
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
と
し
、倉
富
、花
井
、豊
島
直
通
委
員
が
小
委
員
に
指
名
さ
れ
た
（
豊

島
の
海
外
出
張
後
は
鈴
木
喜
三
郎
）。
小
委
員
会
は
大
正
一
〇
年
一
二
月
以
来
四
一
回
の
会
議
を
開
催
し
、
小
委
員
会
で
の
審
議
に
基
づ
い
て

幹
事
会
が
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
更
に
小
委
員
会
で
審
議
し
て
大
正
一
三
年
九
月
に
綱
領
準
備
草
案
が
作
成
さ
れ
、
主
査
委
員
会
に
答
申

さ
れ
た（（（
（

。
主
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、
第
一
〇
回
会
議
で
、
以
下
の
綱
領
準
備
草
案
第
三
五
お
よ
び
第
三
六
の
審
議
が
な
さ
れ
た（（（
（

。

三
五
、
名
誉
毀
損
罪
ハ
之
ヲ
非
親
告
罪
ト
為
ス
コ
ト
但
シ
被
害
者
ノ
意
思
ニ
反
シ
テ
訴
追
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
。

三
六
、
名
誉
毀
損
罪
ニ
付
被
害
者
ハ
事
実
ノ
証
明
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
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花
井
委
員
は
、
綱
領
準
備
草
案
第
三
五
の
理
由
と
し
て
、「
現
行
刑
法
ノ
規
定
ハ
人
身
及
名
誉
保
護
ノ
為
ニ
完
全
テ
ナ
イ
、
故
ニ
改
正

ノ
必
要
ア
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
ト
云
フ
ノ
テ
コ
サ
イ
マ
ス
、
政
治
上
ノ
誤
解
或
ハ
誤
解
曲
解
ヲ
故
ラ
ニ
為
シ
テ
頭
ノ
熟
セ
サ
ル
青
少
年
ニ
或
印

象
ヲ
与
ヘ
ル
、
之
カ
為
メ
ニ
大
罪
ヲ
犯
ス
ニ
至
ル
、
畢
竟
名
誉
ノ
毀
損
ニ
胚
胎
ヲ
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
政
治
上
反
対
党
ニ
対
ス
ル
曲
解
的

名
誉
毀
損
程
恐
ル
ヘ
キ
結
果
ヲ
招
来
ス
ル
モ
ノ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
政
府
ノ
諮
問
ハ
特
ニ
此
点
ニ
注
意
致
シ
テ
居
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
花

井
は
、
ま
た
、
小
委
員
会
に
お
い
て
名
誉
に
対
す
る
罪
の
刑
を
重
く
し
懲
罰
償
金
を
徴
す
る
規
定
を
設
け
る
提
案
を
し
て
可
と
さ
れ
た
は

ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
牧
野
英
一
委
員
に
名
誉
保
護
に
関
す
る
案
の
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
て
散
会
し
た
。

第
一
一
回
会
議
で
は
、
牧
野
委
員
か
ら
名
誉
毀
損
罪
の
非
親
告
罪
化
に
関
し
て
、
①
名
誉
毀
損
罪
を
軽
重
で
区
別
し
重
い
も
の
を
非
親

告
罪
（
職
権
犯
）
と
す
る
案
、
②
虚
偽
の
事
実
を
故
意
に
公
示
す
る
場
合
と
図
利
目
的
の
場
合
を
非
親
告
罪
と
す
る
案
、
③
動
機
が
特
に

醜
悪
な
場
合
と
被
害
者
の
身
分･

社
会
的
地
位
に
よ
り
名
誉
毀
損
の
影
響
が
被
害
者
に
止
ま
ら
な
い
場
合
を
非
親
告
罪
と
す
る
案
の
三
案

が
提
案
さ
れ（（（
（

、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

名
誉
毀
損
罪
の
非
親
告
罪
化
に
つ
い
て
は
、
花
井
委
員
か
ら
、
現
行
刑
法
制
定
の
際
に
両
院
協
議
会
に
お
い
て
官
吏
侮
辱
罪
が
廃
止
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（（（
（

、
名
誉
毀
損
罪
の
重
い
場
合
を
非
親
告
罪
化
す
る
と
、
官
吏
侮
辱
が
こ
れ
に
当
た
る
も
の
と
し
て
復
活
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
強
い
懸
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
官
吏
ニ
シ
テ
侮
辱
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ニ
職
権
犯
ト
シ
テ
侮
辱
者
カ
起
訴
セ
ラ
レ
ル

ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
ハ
、
有
ラ
ユ
ル
官
吏
就
中
税
務
官
吏
、
警
察
官
吏
ヲ
シ
テ
職
権
ヲ
乱
用
ス
ル
所
ノ
武
器
ヲ
携
ヘ
テ
人
民
ニ
臨

マ
シ
ム
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
惧
カ
確
ニ
ア
ル
」
と
い
う
の
で
あ
る（（（
（

。
関
直
彦
委
員
か
ら
も
、
①
非
親
告
罪
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
を
あ
ま
り
見
出
さ
な
い
、
②
官
吏
侮
辱
を
処
罰
す
る
の
は
文
化
の
開
け
た
時
代
の
思
想
に
一
致
し
な
い
、
③
自
己
の
体
験
か
ら

非
親
告
罪
化
す
る
と
被
害
者
が
証
人
と
し
て
呼
び
出
さ
れ
る
な
ど
迷
惑
を
被
る
こ
と
が
あ
る
、
な
ど
の
消
極
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
し
か



二
八
一

名
誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

し
、
審
議
の
結
果
、
綱
領
準
備
草
案
第
三
五
が
そ
の
ま
ま
可
決
さ
れ
た
。

第
三
五
の
規
定
形
式
に
つ
い
て
は
、
山
岡
萬
之
助
委
員
が
、
親
告
罪
と
非
親
告
罪
の
間
に
存
す
る
特
別
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
外
国
ノ
所
謂
親
告
罪
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
本
当
ヲ
言
ヘ
ハ
我
国
民
性
ニ
適
合
シ
ナ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
」、原
案
は
「
結

局
ハ
親
告
罪
ト
同
シ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
、
ソ
コ
カ
国
民
性
カ
外
国
ノ
国
民
性
ト
違
ツ
テ
居
ツ
テ
、
向
フ
ハ
検
事
ノ
主
張
ハ
必
ス
ヤ
ル

…
…
日
本
テ
ハ
自
分
カ
ラ
進
ン
テ
人
ヲ
牢
ニ
入
レ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ヤ
ラ
ヌ
テ
ア
ロ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
、
ソ
コ
カ
国
民
性
ノ
大
変
違
ツ
テ

居
ル
所
テ
、
ソ
レ
ヲ
逆
ニ
ス
ル
カ
丁
度
宜
イ
モ
ノ
テ
ア
ラ
ウ
カ
ト
考
ヘ
ラ
レ
マ
ス
」
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る（（（
（

。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
花
井
委
員
が
、
名
誉
毀
損
罪
の
重
罰
化
を
強
く
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
花
井
委
員
は
、
そ
の
理
由
を
、「
私

カ
名
誉
罪
ニ
対
ス
ル
厳
罰
主
義
ヲ
採
リ
マ
ス
ノ
ハ
名
誉
毀
損
ノ
事
件
ニ
伴
フ
テ
生
ス
ル
別
ノ
大
罪
悪
ノ
発
生
ヲ
防
キ
タ
イ
カ
ラ
テ
ア
リ
マ

ス
、
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
ス
ル
、
其
毀
損
セ
ラ
レ
タ
ル
人
ノ
社
会
的
位
置
、
政
治
家
ト
シ
テ
ノ
位
置
、
或
ハ
実
業
家
ト
シ
テ
ノ
位
置
、
学
者

ト
シ
テ
ノ
位
置
或
ハ
軍
人
ト
シ
テ
ノ
位
置
其
誤
マ
レ
ル
名
誉
毀
損
ノ
為
ニ
救
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
損
害
ヲ
生
シ
ル
実
例
ハ
言
フ
迄
モ
ナ
ク
、
其

甚
タ
シ
キ
ニ
至
ツ
テ
ハ
生
命
マ
テ
モ
奪
ハ
レ
タ
ヨ
ウ
ナ
実
例
モ
ア
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
之
ヲ
救
済
ス
ル
ノ
途
ヲ
立
テ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
」

と
述
べ
、
英
国
で
は
名
誉
毀
損
が
無
期
懲
役
ま
で
処
せ
ら
れ
て
お
り
、
英
国
で
決
闘
が
少
な
い
の
は
名
誉
の
保
護
が
行
き
届
い
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
英
吉
利
ノ
如
ク
終
身
懲
役
ニ
マ
テ
及
ス
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
、
名
誉
ハ
人
ノ
生

命
テ
ア
ル
、
社
会
上
ニ
重
イ
地
位
、
責
任
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
対
シ
テ
謂
レ
ナ
ク
名
誉
ヲ
傷
ケ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
一
種
ノ
精
神
的
殺
傷
テ
ア
リ

マ
ス
、
本
条
ハ
生
命
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
ノ
刑
ト
権
衡
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
定
メ
タ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
、
現
行
法
第
二
百
四
条
ノ

前
段
ノ
規
定
ニ
則
リ
十
年
以
下
ト
シ
短
期
ヲ
三
年
以
上
位
ニ
シ
テ
現
行
法
ノ
選
択
刑
ヲ
改
メ
テ
、
金
刑
ハ
名
誉
毀
損
罪
ニ
ハ
認
メ
ナ
イ
ト

云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
タ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
記
録
に
現
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
厳
罰
化
を
強
く
主
張
し
て
い
る
の
は
花
井



二
八
二

委
員
だ
け
で
あ
り
、
綱
領
第
三
五
の
二
項
と
し
て
「
名
誉
毀
損
罪
ノ
刑
ハ
之
ヲ
重
ク
シ
生
命
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
ノ
刑
ト
権
衡
ヲ
得
シ
ム
ル

コ
ト
」
と
い
う
規
定
が
入
っ
た
の
は
、
花
井
の
主
張
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

綱
領
準
備
草
案
第
三
六
の
事
実
証
明
規
定
に
つ
い
て
は
、
記
録
で
見
る
限
り
ほ
と
ん
ど
審
議
が
無
い
。
主
査
委
員
会
の
最
終
回
に
、
第

三
五
と
併
せ
て
採
決
し
た
際
に
、
倉
橋
委
員
長
か
ら
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
刑
罰
規
定
で
は
な
く
手
続
規
定
で
は
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
ま

た
、
林
賴
三
郎
委
員
か
ら
、
新
聞
紙
法
の
被
告
人
に
よ
る
事
実
証
明
の
請
求
と
は
別
個
に
被
害
者
の
請
求
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
趣

旨
の
発
言
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
あ
る（（（
（

。

㈢　

臨
時
法
制
審
議
会
に
お
け
る
綱
領
案
の
審
議

大
正
一
五
年
一
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
臨
時
法
制
審
議
会
総
会
で
主
査
委
員
会
委
員
長
の
花
井
卓
蔵
が
報
告
を
行
っ
た
。
名
誉

に
対
す
る
罪
に
関
す
る
綱
領
第
三
五
お
よ
び
第
三
六
は
、同
年
一
〇
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
総
会
に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
綱
領
第
三
五
に
関
し
て
、
花
井
は
、「
第
三
十
五
号
ノ
綱
領
ハ
専
ラ
我
国
ノ
現
在
ニ
於
ケ
ル
弊
ニ
鑑
ミ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
、
御
承

知
ノ
如
ク
名
誉
毀
損
ノ
罪
ヲ
軽
ク
取
扱
フ
ト
云
フ
結
果
ハ
恐
ル
ヘ
キ
大
罪
ヲ
誘
発
致
シ
マ
ス
、
殺
人
ノ
犯
罪
、
傷
害
ノ
犯
罪
、
放
火
、
器

物
毀
棄
暴
行
脅
迫
ア
ラ
ユ
ル
犯
罪
行
為
ハ
皆
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
ス
ル
コ
ト
ヲ
放
任
ス
ル
ニ
由
リ
テ
生
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
、
名
誉
毀
損
ノ

罪
ノ
軽
キ
ニ
乗
シ
、
其
親
告
罪
ナ
ル
ニ
乗
シ
或
ハ
印
刷
物
ヲ
発
行
ス
ル
、
或
ハ
所
謂
ル
怪
文
書
ヲ
以
テ
宣
伝
ス
ル
、
而
シ
テ
人
ノ
名
誉
ヲ

毀
損
ス
ル
、
之
ヲ
以
テ
政
争
ノ
具
ニ
供
ス
ル
、
之
ヲ
信
ス
ル
モ
ノ
カ
出
テ
来
ル
、
恐
ル
ヘ
キ
大
罪
ヲ
犯
ス
ニ
至
ル
ノ
テ
ア
ル
…
…
ソ
コ
テ

之
ヲ
重
ク
罰
ス
ル
、
重
ク
罰
シ
テ
此
害
ヲ
除
キ
、
大
罪
ヲ
未
発
ニ
防
キ
タ
イ
ト
云
フ
趣
旨
ニ
於
テ
主
査
会
ハ
之
ヲ
決
定
シ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ

ス
」と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、名
誉
毀
損
の
行
為
を
重
く
し
て
生
命
身
体
に
対
す
る
罪
の
刑
と
権
衡
を
得
し
む
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
名



二
八
三
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誉
毀
損
罪
昭
和
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二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
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誉
毀
損
ノ
行
為
ハ
生
命
身
体
ニ
関
ス
ル
重
大
ナ
ル
犯
罪
ヲ
誘
発
ス
ル
モ
ノ
テ
ア
リ
マ
シ
テ
、
実
質
上
教
唆
ト
軒
軽
ス
ル
所
ハ
ナ
イ
ノ
テ
ア

リ
マ
ス
、
又
人
ノ
名
誉
ハ
其
毀
損
セ
ラ
レ
タ
ル
人
ノ
社
会
上
ノ
地
位
如
何
ニ
因
リ
、
其
人
ノ
身
体
生
命
ト
軽
重
ス
ル
所
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、

名
誉
ヲ
保
護
ス
ル
コ
ト
ハ
畢
竟
人
格
権
ヲ
保
護
ス
ル
所
以
テ
ア
リ
マ
ス
、
乍
併
立
法
例
ニ
比
シ
テ
如
何
ニ
モ
大
胆
テ
ア
リ
且
ツ
余
リ
ニ
酷

ニ
過
キ
テ
居
ル
ト
云
フ
非
難
カ
ア
ル
カ
モ
存
シ
マ
セ
ヌ
カ
、
時
弊
ヲ
匡
救
ス
ル
上
ニ
於
テ
已
ム
ヲ
得
ナ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
」
と
説
明
し
て

い
る（（（
（

。
次
に
、
花
井
は
、
名
誉
毀
損
罪
を
親
告
罪
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
頗
る
沸
騰
し
て
容
易
に
決
定
を
見
な
か
っ
た
が
、
軽
重

の
区
別
を
設
け
て
、
重
い
場
合
は
非
親
告
罪
（
職
権
犯
）
と
す
る
こ
と
と
し
た
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
重
い
場
合
と
し
て
は
、
動
機
の

醜
悪
な
場
合
、
特
に
損
害
の
酷
い
場
合
、
予
め
計
画
を
定
め
て
無
根
の
事
実
を
し
た
場
合
な
ど
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
横
田
秀
雄
委
員

か
ら
非
親
告
罪
化
す
る
理
由
を
問
わ
れ
た
花
井
は
、
名
誉
毀
損
お
構
い
な
し
と
の
弊
を
除
く
こ
と
に
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

花
井
自
身
は
、
名
誉
毀
損
罪
の
一
部
非
親
告
罪
化
に
反
対
で
あ
り
、
委
員
長
の
資
格
を
離
れ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
特
に
反
対
意
見
を
述
べ

て
い
る
。
花
井
は
、
反
対
の
理
由
と
し
て
、
非
親
告
罪
化
す
る
と
、
但
書
の
規
定
が
あ
っ
て
も
、
世
間
の
疑
惑
を
被
ら
な
い
た
め
に
は
訴

追
を
欲
し
な
い
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
証
人
と
し
て
訊
問
を
受
け
て
迷
惑
を
被
っ
た
り
、
悪
徳
記
者
に
復
讐
的
に
名
誉
毀
損

記
事
を
書
か
れ
た
り
す
る
、
と
い
う
点
と
、
主
査
委
員
会
で
も
述
べ
て
い
た
、
非
親
告
罪
化
す
る
と
官
吏
侮
辱
罪
が
復
活
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る（（（
（

。

採
決
の
結
果
、
綱
領
第
三
五
は
、
第
一
項
が
賛
成
多
数
、
第
二
項
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

続
い
て
、
綱
領
第
三
六
が
議
題
に
付
さ
れ
、
ま
ず
小
山
松
吉
委
員
か
ら
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。
事
実
証
明
の
規
定
は
各
国

の
立
法
例
に
あ
り
、
多
く
は
被
告
人
に
事
実
証
明
を
許
す
も
の
で
あ
る
が
、
学
者
の
調
査
を
見
る
と
、
こ
れ
は
害
あ
っ
て
益
が
な
い
。「
被



二
八
四

告
カ
裁
判
所
テ
随
分
色
々
ナ
証
人
ヲ
喚
立
テ
テ
、
証
人
ヲ
窘
メ
テ
、
益
々
名
誉
毀
損
ヲ
深
ク
且
重
大
ナ
ラ
シ
メ
テ
シ
マ
フ
」。
被
害
者
の

方
か
ら
請
求
す
る
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
弊
害
が
な
い
の
で
、
被
害
者
は
事
実
の
証
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
を
置
く
こ

と
に
し
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
横
田
委
員
か
ら
、
綱
領
三
六
の
規
定
は
、
新
聞
紙
法
の
規
定
や
被
告
人
の
情
状
の
た

め
の
立
証
に
影
響
を
与
え
る
の
か
、
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
花
井
か
ら
、
影
響
を
与
え
な
い
と
の
答
え
が
な
さ
れ
、
豊
島
か
ら
、
被
告
人

に
よ
る
違
法
性
阻
却
の
立
証
に
も
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
答
え
が
な
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
以
上
の
質
疑
後
、
綱
領
三
六
は
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

三　

刑
法
起
草
委
員
会
に
お
け
る
審
議

㈠　

予
備
草
案
の
作
成

刑
法
改
正
作
業
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
に
基
づ
き
、
ま
ず
司
法
省
内
の
刑
法
改
正
委
員
会
に
よ
っ
て
刑
法
改
正

予
備
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
作
成
の
過
程
は
、
大
正
一
五
年
一
二
月
に
司
法
省
内
に
改
正
原
案
起
草
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
一
二
名
の
委

員
が
任
命
さ
れ
、
そ
の
内
の
泉
二
新
熊
主
査
委
員
と
書
記
官
三
名
が
準
備
案
を
作
り
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
全
委
員
で
討
議
し
て
刑
法
改

正
予
備
草
案
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

起
草
委
員
会
は
、
土
日
を
除
い
て
連
日
行
わ
れ
、
名
誉
に
対
す
る
罪
は
、
昭
和
二
年
二
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
会
議
で
議

論
さ
れ
た
。
最
初
の
案
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
議
論
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
こ
の
会
議
で
は
、
①
当
初
の
案
で
は
名
誉
毀
損
罪
に

つ
い
て
も
侮
辱
罪
に
つ
い
て
も
公
然
性
が
要
求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
広
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
出
て
、
公
然
性
が
要
求
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
②
公
然
の
意
義
を
明
確
に
す
る
た
め
「
不
特
定
多
数
の
認
識
し
得
へ
き
」
と
す
る
定
義
規
定
を
総
則
に
入
れ
る
こ
と
に



二
八
五

名
誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

な
っ
た
こ
と
、
③
当
初
の
案
で
は
普
通
の
名
誉
毀
損
罪
は
二
年
以
下
、
出
版
物
の
場
合
は
一
〇
年
以
下
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
前
者
は

軽
す
ぎ
、
後
者
は
重
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
出
た
が
、
新
聞
紙
法
の
免
責
規
定
が
あ
る
の
で
問
題
な
い
と
い
う
泉
二
主
査
委
員
の
反
論
で
、

そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。

全
体
を
通
し
て
の
検
討
が
終
了
し
た
後
、
第
二
読
会
が
行
わ
れ
、
名
誉
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年
三
月
三
〇
日
に
開
催
さ

れ
た
第
二
読
会
第
一
七
回
会
議
で
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
事
実
証
明
の
規
定
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
後
、
法
定
刑
に
つ
い

て
再
度
議
論
が
行
わ
れ
、
林
賴
三
郎
委
員
長
か
ら
一
〇
年
は
重
す
ぎ
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
泉
二
が
、
法
制
審
議
会
に
お
い

て
牧
野
、
花
井
が
一
〇
年
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
反
論
し
た
が
、
他
の
委
員
か
ら
も
一
〇
年
は
言
論
自
由
弾
圧
の
非
難
を
受
け
る

虞
が
あ
る
と
の
意
見
や
余
り
に
酷
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
た
た
め
、
林
委
員
長
が
、
三
一
四
条
第
一
項
の
罰
金
額
を
五
百
円
か
ら
千
円
に

二
項
の
罰
金
額
を
千
円
か
ら
二
千
円
に
上
げ
、
他
方
で
、
懲
治
は
五
年
を
三
年
に
し
、
第
三
一
六
条
の
一
〇
年
も
五
年
に
修
正
す
る
提
案

を
し
、
こ
れ
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
林
委
員
長
か
ら
、
名
誉
毀
損
の
刑
を
軽
く
し
た
た
め
、
皇
室
に
対
す
る
罪
の
法
定
刑
を

こ
れ
に
合
わ
せ
て
引
き
下
げ
る
提
案
が
な
さ
れ
て
、
そ
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

最
終
的
に
完
成
し
た
予
備
草
案
の
名
誉
に
対
す
る
罪
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
六
章　

名
誉
ニ
対
ス
ル
罪

第
三
百
十
五
条　

公
然
事
実
ヲ
摘
示
シ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ
懲
治（（（
（

若
ハ
禁
錮
又
ハ
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
誣
罔
ニ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
刑
ニ
併
セ
テ
千
円
以
下
ノ

懲
罰
償
金
ヲ
科
ス
ル
コ
ト
ヲ
得



二
八
六

前
項
ノ
懲
罰
償
金
ハ
之
ヲ
被
害
者
ニ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
其
ノ
意
思
ニ
反
ス
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

第
三
百
十
六
条　

公
然
死
者
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
誣
罔
ニ
出
テ
タ
ル
ト
キ
ハ
一
年
以
下
ノ
懲
治
若
ハ
禁
錮
又
ハ
五
百
円
以
下
ノ

罰
金
ニ
処
ス

第
三
一
七
条　

公
然
人
ヲ
侮
辱
シ
タ
ル
者
ハ
一
年
以
下
、
懲
治
若
ハ
禁
錮
又
ハ
二
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

自
己
又
ハ
配
偶
者
ノ
直
系
尊
属
ニ
対
シ
前
項
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
二
年
以
下
ノ
懲
治
ニ
処
ス

第
三
百
十
八
条　

出
版
物
ニ
依
リ
第
三
百
十
五
条
又
ハ
第
三
一
六
条
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
治
若
ハ
禁
錮
又
ハ
五
千

円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

第
三
百
十
九
条　

第
三
百
十
五
条
第
一
項
、
第
三
百
十
六
条
及
第
三
百
十
七
条
ノ
罪
ハ
告
訴
ヲ
待
テ
之
ヲ
論
ス

第
三
百
十
五
条
第
二
項
ノ
罪
ハ
被
害
者
ノ
明
示
ノ
意
思
ニ
反
シ
テ
之
ヲ
論
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

㈡　

刑
法
改
定
起
草
委
員
会
に
お
け
る
審
議

⑴　

起
草
委
員
会
に
お
い
て
、
名
誉
に
対
す
る
罪
は
、
昭
和
三
年
七
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
九
回
起
草
委
員
会
に
お
い
て
審
議
が
な

さ
れ
て
い
る
。

最
初
に
泉
二
委
員
か
ら
予
備
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
名
誉
毀
損
の
重
い
場
合
を
規
定
し
た
三
一
八
条
の
刑
に
つ
い

て
は
、
綱
領
の
趣
旨
を
汲
ん
で
一
〇
年
く
ら
い
ま
で
に
す
る
案
も
出
た
が
、
予
備
案
一
二
九
条
の
皇
室
に
対
す
る
不
敬
罪
を
六
年
以
下
と

し
た
関
係
上
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
、と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、改
正
原
案
起
草
委
員
会
で
の
審
議
で
は
、

名
誉
毀
損
の
刑
が
一
〇
年
は
酷
に
す
ぎ
る
と
し
て
軽
く
さ
れ
た
後
で
、こ
れ
に
併
せ
て
皇
室
に
対
す
る
罪
の
法
定
刑
が
変
更
さ
れ
た
の
で
、
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誉
毀
損
罪
昭
和
二
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年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

こ
の
説
明
は
事
実
を
反
映
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
に
反
し
て
い
る
と
い
う
批
判
を
封
じ
る
た
め
に
、
不
敬
罪

を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
会
議
に
は
、
①
名
誉
毀
損
・
侮
辱
の
罪
の
刑
を
重
く
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
②
新
聞
紙
法
四
五
条
・
出
版
法
三
一
条
の
規
定
を

考
慮
し
て
事
実
証
明
に
関
す
る
適
当
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
、
と
い
う
大
審
院
の
希
望
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
大
審
院
は
、
被
害
者
か

ら
の
事
実
証
明
の
請
求
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
、
豊
島
委
員
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

⑵　

総
則
の
審
議
が
一
応
終
了
し
た
後
に
開
始
さ
れ
た
刑
法
各
則
の
審
議
に
お
い
て
、
名
誉
に
対
す
る
罪
は
、
昭
和
八
年
五
月
三
〇
日
に

開
催
さ
れ
た
第
二
〇
五
回
会
議
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、
林
委
員
長
か
ら
、
名
誉
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
ま
ず
、
①
公
然
で
な
い
場
合
も
条
件
を
具
備
す
れ
ば
処
罰
す
る
こ
と
、
②
摘
示
し
た
事
実
が
虚
偽
で
あ
る
場
合
を
重
く
処

罰
す
る
こ
と
、③
刑
を
従
来
よ
り
重
く
す
る
こ
と
、の
三
点
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、以
下
の
対
案
が
示
さ
れ
た
。

第
三
百
十
五
条　

公
然
事
実
ヲ
摘
示
シ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
事
実
ノ
有
無
ヲ
問
ハ
ス
五
年
以
下
ノ
懲
役
…
…
ニ
処
ス

公
然
ニ
非
ス
ト
雖
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
場
合
亦
前
項
ニ
同
シ
（
本
項
ノ
罪
ハ
親
告
罪
ト
ス
ル
コ
ト
）

第
、、、
条　

自
己
又
ハ
第
三
者
ノ
利
ヲ
図
リ
又
ハ
人
ヲ
害
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
第
、、、
条
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
ニ

処
ス

審
議
の
結
果
、
単
に
虚
偽
の
事
実
云
々
と
す
る
の
は
広
き
に
失
し
、
動
機
ま
た
は
手
段
に
制
限
を
加
へ
る
を
可
と
す
る
意
見
が
多
数
で

あ
っ
た
の
で
、「
公
然
ニ
非
ス
ト
雖
文
書
ニ
依
リ
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
摘
示
シ
テ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
云
々
ト
為
ス
」
こ
と
と
し
た



二
八
八

と
の
説
明
が
、
林
委
員
長
か
ら
な
さ
れ
た
。
三
一
五
条
の
刑
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
審
議
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

続
い
て
、
予
備
草
案
三
一
五
条
の
審
議
に
入
り
、
懲
罰
償
金
の
規
定
を
他
の
箇
所
（
三
一
六
条
ノ
二
）
に
移
す
こ
と
に
し
た
ほ
か
、
第

三
一
五
条
ノ
二
と
し
て
「
前
条
第
一
項
ノ
罪
ニ
付
被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
ト
キ

ハ
七
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
」
と
規
定
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
に
つ
い
て
は
、
予
備
草
案
の
起
草
過
程
で
議
論
が
あ
っ
て
当
初
の
案
に
あ
っ
た
通
常
五
年
以
下
、
加
重
類
型

一
〇
年
以
下
が
通
常
三
年
以
下
、
加
重
類
型
五
年
以
下
と
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
で
は
十
分
で
な
い
と
い
う
意
見
が
強
い
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
加
重
類
型
と
し
て
図
利
加
害
目
的
の
あ
る
場
合
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
規
定
は
そ
の

後
委
員
会
で
議
論
の
対
象
と
な
る
こ
と
な
く
消
滅
し
て
い
る
。

事
実
証
明
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
請
求
に
よ
る
事
実
証
明
の
他
に
、
新
聞
紙
法
四
五
条
の
如
き
規
定
を
名
誉
毀
損
罪
一
般
に

推
及
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
の
意
見
が
草
野
豹
一
郎
幹
事
か
ら
あ
り
、
小
野
清
一
郎
幹
事
が
こ
れ
に
賛
同
し
た
た
め
、
林
委
員
長
が
、
両

幹
事
に
案
の
作
成
を
依
頼
し
た
。

最
後
に
、
死
者
の
名
誉
毀
損
を
規
定
す
る
三
一
六
条
が
可
決
さ
れ
た
。

⑶　

続
い
て
、
昭
和
八
年
六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
六
回
会
議
で
は
、
ま
ず
、
三
一
七
条
侮
辱
罪
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
林

委
員
長
か
ら
、
第
二
項
の
尊
属
加
重
規
定
に
つ
い
て
は
、
権
衡
上
、
三
一
五
条
に
も
同
様
の
規
定
を
設
け
る
か
、
削
除
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
り
、木
村
尚
達
委
員
か
ら
、二
項
を
削
除
し
て
、侮
辱
罪
の
刑
の
上
限
を
懲
役
一
年
罰
金
五
百
円
と
す
る
案
（
原
案
は
二
百
円
）

が
提
案
さ
れ
、
そ
の
よ
う
に
可
決
さ
れ
た
。

次
に
、
三
一
八
条
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
三
一
五
条
と
同
様
、
被
害
者
の
請
求
に
よ
る
事
実
証
明
規
定
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と



二
八
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名
誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
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の
牧
野
委
員
の
意
見
に
従
い
、
三
一
八
条
ノ
二
と
し
て
、「
前
条
ノ
罪
ニ
付
被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ

事
実
虚
偽
ナ
ル
ト
キ
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
」
と
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

次
に
、
前
回
の
会
議
に
お
い
て
案
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
草
野
・
小
野
両
幹
事
か
ら
次
の
よ
う
な
案
が
提
示
さ
れ
、
審
議
に
付
さ
れ
た
。

第　

条　

名
誉
毀
損
ノ
罪
ニ
付
公
訴
ノ
提
起
ア
リ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
其
ノ
私
行
ニ
渉
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
所
ニ
於
テ
悪
意
ニ
出

テ
ス
専
ラ
公
益
ノ
為
ニ
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
被
告
人
ニ
事
実
ヲ
証
明
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
其
ノ
証
明
ノ
確
立
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ

其
ノ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス

新
聞
紙
法
四
五
条
の
真
実
の
立
証
責
任
と
刑
事
訴
訟
法
上
の
職
権
主
義
実
体
的
真
実
発
見
主
義
と
の
関
係
、
特
に
真
実
で
あ
る
こ
と
が

被
告
の
挙
証
に
よ
っ
て
判
明
せ
ず
裁
判
所
の
蒐
集
し
た
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
た
場
合
の
裁
判
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
（
そ
の
内
容
は

記
録
に
残
っ
て
い
な
い
）、
泉
二
委
員
が
、
名
誉
毀
損
罪
の
成
立
に
事
実
の
真
否
を
問
わ
な
い
趣
旨
は
、
被
害
者
の
名
誉
を
保
護
す
る
た
め

で
あ
る
か
ら
、
草
野
幹
事
の
よ
う
に
裁
判
所
は
い
か
な
る
場
合
で
も
摘
示
事
実
の
真
否
を
審
査
で
き
る
と
す
る
の
は
首
肯
し
難
く
、
綱
領

第
三
六
は
、
量
刑
の
た
め
の
事
実
証
明
を
許
さ
な
い
ド
イ
ツ
刑
法
一
九
三
〇
年
草
案
三
一
七
条
と
同
様
の
趣
旨
に
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と

主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
小
原
委
員
か
ら
、
専
ら
公
益
の
た
め
に
す
る
場
合
で
私
行
に
渉
ら
な
い
限
り
職
権
で
事
実
の
真
否
を
調
べ
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
牧
野
委
員
は
、
現
行
新
聞
紙
法
四
五
条
の
解
釈
と
し
て
自
分
は
職
権
で
証
拠
を
蒐
集
し
て
事
実
が
真
実

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
無
罪
と
で
き
る
と
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
が
、
反
対
論
が
多
数
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
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林
委
員
長
は
、
被
害
者
の
利
益
擁
護
を
徹
底
す
る
た
め
、
本
罪
は
、
職
権
に
よ
る
真
否
の
調
査
は
認
め
な
い
趣
旨
、
す
な
わ
ち
訴
訟
法

的
規
定
を
包
含
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な
お
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
議
論
を
納
め
た
。

新
聞
紙
法
四
五
条
の
事
実
証
明
規
定
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
牧
野
委
員
か
ら
、
同
条
の
い
わ
ゆ
る
私
行
に
渉
ら
ざ
る
も
の
の
観
念
に

つ
い
て
、
判
例
の
説
く
と
こ
ろ
は
極
め
て
狭
く
、
結
局
、
公
務
員
と
し
て
の
行
動
の
外
は
総
て
私
行
な
り
と
解
し
て
い
る
が
、
私
行
の
範

囲
を
今
少
し
縮
小
す
る
必
要
が
あ
る（（（
（

、
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
牧
野
委
員
か
ら
、
①
名
誉
毀
損
罪
に
つ
い
て
裁
判
所
が
無

条
件
に
摘
示
事
実
の
真
否
を
審
査
し
得
る
も
の
と
す
べ
き
か
、
②
私
行
の
範
囲
を
一
層
狭
く
限
定
す
べ
き
か
、
③
公
益
の
為
に
公
行
を
摘

発
し
た
場
合
に
裁
判
所
が
自
発
的
に
事
実
の
真
否
を
審
査
し
無
罪
を
宣
告
す
べ
き
か
、
の
三
点
に
つ
い
て
ま
ず
意
見
を
ま
と
め
る
べ
き
で

あ
る
と
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
①
と
②
が
積
極
に
意
見
が
ま
と
ま
り
、
③
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
小
野
・
草
野
両
幹
事
に
検
討

が
依
頼
さ
れ
た
。
被
告
人
に
よ
る
事
実
証
明
を
新
聞
紙
法
の
規
定
よ
り
も
広
く
認
め
る
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
重
要
な
決
定
で
あ
る
。

次
に
、
三
一
九
条
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
異
議
な
く
採
択
さ
れ
た
。

⑷　

昭
和
八
年
六
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
七
回
会
議
で
は
、
冒
頭
で
、
草
野
・
小
野
両
幹
事
の
提
案
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

以
下
の
案
が
提
示
さ
れ
た
。
林
委
員
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
新
聞
紙
法
の
規
定
が
実
体
規
定
と
手
続
規
定
を
混
同
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず

実
体
規
定
を
挙
げ
、
次
に
手
続
規
定
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
百
十
八
条
ノ
四　

第
三
百
十
五
条
第
一
項
及
第
三
百
十
八
条
ノ
罪
ハ
摘
示
事
実
真
実
ニ
シ
テ
犯
罪
ノ
動
機
専
ラ
公
益
ニ
存
ス
ル

ト
キ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス

事
実
ノ
真
否
ハ
被
告
人
ヨ
リ
前
項
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
申
立
テ
タ
ル
ト
キ
ニ
限
リ
之
ヲ
取
調
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
犯
罪
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ノ
動
機
専
ラ
公
益
ニ
存
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
存
ラ
ス

前
項
ノ
取
調
ニ
因
リ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
三
百
十
条
ノ
二
又
ハ
第
三
百
十
八
条
ノ
二
ノ
例

ニ
依
ル

前
三
項
ノ
規
定
ハ
摘
示
事
実
純
粋
ナ
ル
私
生
活
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス

審
議
に
お
い
て
は
、「
純
粋
ナ
ル
私
生
活
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
」
と
の
表
現
が
明
確
で
な
い
と
し
て
、
様
々
な
文
言
が
提
案
さ
れ
た
が
、
最

終
的
に
、
牧
野
委
員
が
提
案
し
た
「
公
共
ノ
利
害
ニ
関
セ
ア
ル
私
生
活
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス
」
と
の
文
言
が
採
用
さ

れ
た
。「
公
共
ノ
利
害
」
と
い
う
昭
和
二
二
年
改
正
に
つ
な
が
る
文
言
が
起
草
過
程
に
初
め
て
現
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。

次
に
、
泉
二
委
員
か
ら
、
三
一
五
条
ノ
二
お
よ
び
三
一
八
条
ノ
二
の
末
項
に
「
但
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
此

ノ
限
ニ
在
ラ
ス
」
と
の
但
書
を
挿
入
す
る
提
案
が
あ
り
、
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
も
虚
偽
性
に
故
意
を
要
求
す
る
重
要
な
修
正
で
あ
る
。

⑸　

昭
和
八
年
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
八
回
会
議
で
は
実
質
的
な
審
議
は
な
く
、
次
の
実
質
的
審
議
は
、
昭
和
九
年
一
〇
月

九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
五
三
回
会
議
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
以
下
の
内
容
の
三
一
五
条
が
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
た（（（
（

。

第
三
百
十
五
条　

公
然
事
実
ヲ
摘
示
シ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
問
ハ
ス
五
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
又
ハ

三
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

公
然
ニ
非
ス
ト
雖
文
書
ニ
依
リ
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
摘
示
シ
テ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
亦
前
項
ニ
同
シ
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次
に
、
以
下
の
事
実
証
明
規
定
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
た
。

第
三
百
十
五
条
ノ
二　

前
条
第
一
項
ノ
罪
ニ
付
被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
ト

キ
ハ
七
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
但
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

第
三
百
十
八
条
ノ
二　

前
条
ノ
罪
ニ
付
被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
ト
キ
ハ
十

年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
但
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

第
三
百
十
八
条
ノ
四　

第
三
百
十
五
条
第
一
項
及
第
三
百
十
八
条
ノ
行
為
専
ラ
公
益
ノ
為
ニ
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
被
告
人

ノ
申
立
ニ
因
リ
事
実
ノ
証
明
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
其
ノ
証
明
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス

前
項
ノ
規
定
ハ
摘
示
事
実
公
共
ノ
利
害
ニ
関
セ
サ
ル
私
生
活
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス

小
野
委
員
か
ら
、
被
害
者
が
請
求
し
な
い
と
事
実
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
ら
れ
て
被
害
者
に
不
利
で
あ
る
旨
の
批
判
が
出
さ
れ
た
が
、

林
委
員
長
か
ら
、
こ
の
規
定
は
、「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
変
更
で
き
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
牧
野
委

員
か
ら
、被
告
人
に
立
証
さ
せ
る
よ
う
に
修
正
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
て
、「
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
其
ノ
事
実
虚
偽
ナ
ル
ト
キ
ハ
」

を
「
被
告
人
ヲ
シ
テ
事
実
ノ
証
明
ヲ
為
サ
シ
メ
其
ノ
証
明
ナ
キ
ト
キ
ハ
」
と
改
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
死
者
の
名
誉
毀
損
に
関
す
る
三
一
六
条
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

次
に
、
侮
辱
に
関
す
る
三
一
七
条
の
規
定
が
諮
ら
れ
、「
公
然
ニ
非
ス
ト
雖
文
書
ニ
依
リ
人
ヲ
侮
辱
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
」
と
の
文
言
を

加
え
る
泉
二
委
員
の
修
正
案
が
提
案
さ
れ
た
。
小
野
委
員
か
ら
、
外
国
立
法
例
も
あ
り
陸
軍
刑
法
等
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る（（（
（

と
の
指
摘
が
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あ
っ
た
が
、
林
委
員
長
か
ら
、
陸
軍
刑
法
は
軍
機
上
必
要
な
規
定
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
出
版
物
に
よ
る
名
誉
毀
損
に
関
す
る
三
一
八
条
、
懲
罰
償
金
に
関
す
る
三
一
八
条
ノ
三
、
親
告
罪
に
関
す
る
三
一
九
条
が
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

⑹　

昭
和
九
年
一
〇
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
五
四
回
会
議
で
は
、
小
野
委
員
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
参
考
私
案
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
案
の
原
文
は
記
録
に
な
い
が
、
昭
和
九
年
一
一
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
五
六
回
会
議
に
お
い
て
、
小
野
委
員
か
ら
、
参
考
私

案
は
、
刑
法
の
規
定
と
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
を
分
け
て
規
定
し
、
刑
法
の
規
定
は
、
一
条
一
項
が
公
然
事
実
を
摘
示
し
て
名
誉
を
毀
損
し

た
場
合
の
規
定
、
二
項
が
事
実
証
明
の
規
定
、
二
条
が
名
誉
毀
損
が
誣
罔
に
出
た
場
合
の
規
定
、
三
条
が
侮
辱
罪
の
規
定
、
四
条
が
親
告

罪
の
規
定
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
は
、
一
条
が
憲
法
上
の
公
開
手
続
に
対
す
る
制
限
、
二
条
が
被
害
者
の
事
実
取
調
請
求
手
続
の
規
定
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
野
私
案
に
つ
い
て
の
議
論
は
見
ら
れ
な
い
が
、
昭
和
一
〇
年
九
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
八
八

回
会
議
で
、
小
野
委
員
が
更
に
提
案
し
た
、
三
一
五
条
二
項
、
三
一
五
条
ノ
二
、三
一
八
条
ノ
二
、三
一
八
条
ノ
三
の
各
規
定
を
削
除
し
て
、

代
わ
り
に
三
一
五
条
ノ
二
と
し
て
「
公
然
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
摘
示
シ
テ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
七
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
」
と
の
規

定
を
設
け
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
小
野
委
員
は
、
先
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
林
委
員
長
か
ら
「
余
リ
ニ
懸
ケ
離

レ
居
ル
ニ
付
妥
協
案
ヲ
作
レ
ト
ノ
御
話
ア
リ
タ
ル
為
」
更
に
提
案
し
た
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
病
ノ
根

源
ハ
第
三
百
十
五
条
第
二
項
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
削
リ
尚
第
三
百
十
五
条
ノ
二
ヲ
モ
削
リ
タ
リ
此
ノ
第
三
百
十
五
条
ノ
二
ニ
手
ヲ
付
ク
レ

バ
第
三
百
十
八
条
ノ
二
モ
同
様
ノ
問
題
ヲ
生
ジ
考
慮
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
結
果
ト
為
ル
何
故
ニ
右
ノ
如
キ
病
ガ
出
テ
キ
タ
ル
カ
ト
言
フ
ニ
夫
ハ

綱
領
三
十
五
…
…
ニ
基
キ
規
定
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
結
果
ナ
リ
ト
考
ヘ
ラ
ル
綱
領
ニ
拘
束
セ
ラ
ル
ル
ト
シ
テ
モ
其
ノ
趣
旨
ヲ
今
少
シ
ク
軽
ク

採
リ
綱
領
ハ
手
続
上
ノ
コ
ト
ヲ
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
刑
事
訴
訟
法
ニ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ニ
依
リ
其
ノ
間
ニ
融
和
ヲ
取
リ
得
ル
ニ
非
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ズ
ヤ
伊
太
利
ノ
旧
刑
法
、
ウ
ン
ガ
ル
ノ
刑
法
ニ
於
テ
ハ
被
害
者
ヨ
リ
ノ
請
求
ニ
依
リ
事
実
ノ
証
明
ヲ
許
シ
証
明
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
罰
セ
サ

ル
コ
ト
ト
為
セ
ル
モ
此
ノ
如
キ
ハ
甚
ダ
不
当
ノ
規
定
ナ
リ
」
と
。

審
議
の
結
果
、林
委
員
長
か
ら
、三
一
五
条
ノ
二
お
よ
び
三
一
八
条
の
中
の「
被
告
人
ヲ
シ
テ
事
実
ノ
証
明
ヲ
為
サ
シ
メ
其
ノ
証
明
ナ
キ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
削
除
し
「
真
否
」
を
「
有
無
」
に
改
め
る
こ
と
と
す
る
、
と
の
提
案
が
あ
り
、
可
決
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
小
野
委
員
の
提
案

は
賛
成
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
小
野
委
員
は
、「
第
三
百
十
五
条
第
二
項
ニ
付
テ
ハ
今
一
応
考
慮
ノ
余
地
ア
リ
ト
思

慮
セ
ラ
ル
ル
ニ
付
留
保
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
な
お
食
い
下
が
り
、
留
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
第
二
次
整
理
案
か
ら
第

四
次
整
理
案
ま
で
審
議
が
進
め
ら
れ
た
が
、
名
誉
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
二
年
一
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
九
回
会

議
で
文
言
に
つ
い
て
若
干
の
審
議
が
行
わ
れ
た
他
は
、
本
格
的
な
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
一
三
年
一
月
二
五
日
の
第
三
三
九

回
会
議
に
お
い
て
、
小
山
委
員
長
か
ら
、「
本
章
ニ
付
テ
ハ
種
々
問
題
ア
ル
ベ
キ
モ
一
応
原
案
通
リ
ニ
テ
異
議
ナ
キ
ヤ
」
と
諮
ら
れ
、
異

議
な
し
で
一
括
可
決
さ
れ
て
い
る
。

⑺　

そ
の
後
、
昭
和
一
三
年
一
〇
月
四
日
の
第
三
五
六
回
会
議
で
「
刑
法
並
監
獄
法
改
正
調
査
委
員
会
決
議
（
第
二
編
各
則
）」
が
配
布
さ

れ
、
字
句
等
の
不
統
一
を
修
正
す
る
た
め
の
審
議
を
経
て
、
同
年
一
〇
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
五
九
回
委
員
会
で
最
終
的
に
整
理

を
完
了
し
た
。
続
い
て
、
同
年
一
一
月
二
二
日
か
ら
総
会
で
の
審
議
が
行
わ
れ
、
昭
和
一
三
年
七
月
一
八
日
の
第
二
八
回
総
会
で
各
則
案

の
審
議
が
総
て
終
了
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
一
五
年
四
月
二
六
日
に
「
刑
法
並
監
獄
法
改
正
調
査
委
員
会
総
会
決
議
及
留
保
事
項
（
刑
法

総
則
及
各
則
未
定
稿
）」、い
わ
ゆ
る
改
正
刑
法
仮
案
が
発
表
さ
れ
た
。
改
正
刑
法
仮
案
の
名
誉
に
対
す
る
罪
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
三
十
八
章　

名
誉
ニ
対
ス
ル
罪
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二
二
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の
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第
四
百
六
条　

公
然
事
実
ヲ
摘
示
シ
テ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
問
ハ
ズ
三
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
又
ハ

三
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　

公
然
ニ
非
ズ
ト
雖
モ
文
書
ニ
依
リ
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
摘
示
シ
テ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
亦
前
項
ニ
同
ジ

第
四
百
七
条　

前
条
第
一
項
ノ
罪
ニ
付
被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
虚
偽
ナ
ル
ト
キ
ハ
七
年
以
下
ノ

懲
役
ニ
処
ス
但
シ
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ

第
四
百
八
条　

公
然
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
摘
示
シ
テ
死
者
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
又
ハ
千
円
以
下
ノ
罰

金
ニ
処
ス

第
四
百
九
条　

公
然
人
ヲ
侮
辱
シ
タ
ル
者
ハ
一
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
又
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

第
四
百
十
条　

出
版
物
ニ
依
リ
第
四
百
六
条
又
ハ
第
四
百
八
条
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
七
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
又
ハ
五
千
円
以

下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

第
四
百
十
一
条　

前
条
ノ
罪
ニ
付
被
害
者
ノ
請
求
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
虚
偽
ナ
ル
ト
キ
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役

ニ
処
ス
但
シ
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ

第
四
百
十
二
条　

第
四
百
六
条
第
一
項
及
第
四
百
十
条
ノ
行
為
公
共
ノ
利
害
ニ
関
ス
ル
事
実
ニ
係
リ
其
ノ
目
的
専
ラ
公
益
ヲ
図
ル
ニ

出
デ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ル
ト
キ
ハ
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
シ
真
実
ナ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ズ

第
四
百
十
三
条　

第
四
百
八
条
及
第
四
百
九
条
ノ
罪
ハ
告
訴
ヲ
待
チ
テ
之
ヲ
論
ズ

　

第
四
百
六
条
及
第
四
百
十
条
ノ
罪
ハ
被
害
者
ノ
明
示
シ
タ
ル
意
思
ニ
反
シ
テ
之
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
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そ
の
後
、
刑
法
並
監
獄
法
改
正
調
査
委
員
会
は
昭
和
一
五
年
一
〇
月
に
廃
止
さ
れ（（（
（

、
戦
時
下
の
日
本
に
お
い
て
刑
法
改
正
作
業
が
完
成

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

四　

ま　

と　

め

改
正
刑
法
仮
案
の
起
草
過
程
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

臨
時
法
制
審
議
会
は
、「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
を
決
議
し
て
、
①
名
誉
毀
損
罪
の
重
い
類
型
の
非
親
告
罪
化
、
②
法
定
刑
の
引
き
上
げ
、

お
よ
び
、
③
被
害
者
の
請
求
に
よ
る
事
実
証
明
の
導
入
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
て
司
法
省
内
で
作
成
さ
れ
た
刑
法
改
正
予
備
草
案
は
、
①
名
誉
毀
損
で
事
実
が
虚
偽
の
場
合
と
出
版
物
に
よ
る
場
合
を
非

親
告
罪
と
し
、
②
法
定
刑
の
上
限
を
名
誉
毀
損
罪
三
年
、
死
者
の
名
誉
毀
損
罪
一
年
（
い
ず
れ
も
出
版
物
に
よ
る
場
合
は
五
年
）、
侮
辱
罪
一

年
（
尊
属
に
対
す
る
場
合
は
二
年
）
と
し
、
③
被
害
者
の
請
求
に
よ
る
事
実
証
明
を
認
め
て
虚
偽
の
証
明
が
あ
っ
た
場
合
は
懲
罰
償
金
を
科

す
こ
と
と
し
た
。

予
備
草
案
に
基
づ
き
刑
法
改
正
起
草
委
員
会
に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
発
表
さ
れ
た
改
正
刑
法
仮
案
で
は
、
①
非
親
告
罪

化
に
つ
い
て
は
、
予
備
草
案
の
提
案
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
が
、
②
法
定
刑
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
名
誉
毀
損
罪
が
三
年
、
侮

辱
罪
が
一
年
と
さ
れ
た
他
は
、
予
備
草
案
よ
り
も
引
き
上
げ
ら
れ
、
死
者
の
名
誉
毀
損
罪
が
三
年
、
出
版
物
に
よ
る
場
合
ま
た
は
被
害
者

の
請
求
に
よ
る
虚
偽
の
証
明
が
あ
っ
た
場
合
が
七
年
、
出
版
物
に
よ
る
場
合
で
か
つ
被
害
者
の
請
求
に
よ
る
虚
偽
の
証
明
が
あ
っ
た
場
合

が
一
〇
年
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
然
で
な
く
と
も
文
書
に
よ
り
虚
偽
の
事
実
を
摘
示
し
た
場
合
は
処
罰
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
審
議
の
過

程
で
は
事
実
証
明
規
定
に
関
す
る
議
論
が
多
く
、
③
被
害
者
の
請
求
に
基
づ
く
事
実
証
明
に
対
し
て
は
、
批
判
が
強
か
っ
た
が
、
綱
領
の
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要
求
で
あ
る
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
一
方
、
綱
領
に
は
な
か
っ
た
新
聞
紙
法
・
出
版
法
の
事
実
証
明
規
定
と
同
様
の
規
定
を
刑
法
典
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
て
規
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

第
三
章　

名
誉
侵
害
罪
の
重
罰
化
の
原
因

以
上
、
改
正
刑
法
仮
案
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
作
成
過
程
を
見
て
き
た
。
そ
の
特
色
は
、
法
定
刑
の
大
幅
な
引
き
上
げ
と
事
実
証
明
規

定
（
被
害
者
の
側
の
請
求
に
基
づ
く
場
合
と
公
共
の
利
害
に
関
す
る
場
合
）
の
導
入
に
あ
る
。

法
定
刑
の
大
幅
な
引
き
上
げ
は
、
臨
時
法
制
審
議
会
「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
第
三
五
第
二
項
が
「
名
誉
毀
損
罪
ノ
刑
ハ
之
ヲ
重
ク
シ
生

命
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
ノ
刑
ト
権
衡
ヲ
得
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
規
定
し
た
こ
と
に
基
づ
く
。
こ
の
綱
領
は
、
大
正
一
三
年
か
ら
一
五
年
に
か
け

て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
そ
の
よ
う
な
立
法
が
要
請
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、刑
法
起
草
委
員
会
の
幹
事
（
後
に
委
員
）
で
あ
っ
た
小
野
清
一
郎
は
、「
近
時
新
聞
紙
其
の
他
出
版
物
の
増
加
に
伴
ひ
、

人
の
名
誉
を
毀
損
し
、
其
の
結
果
人
の
社
会
的
地
位
及
び
財
産
的
状
態
に
対
し
て
も
屢
々
重
大
な
損
害
を
被
ら
し
む
る
こ
と
あ
る
事
実
に

因
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
私
は
其
の
要
求
に
十
分
の
理
由
が
あ
る
と
信
ず
る
。
蓋
し
刑
の
軽
重
は
之
に
よ
っ
て
保
護

せ
ら
る
る
法
益
の
重
要
性
の
外
、
ま
た
其
の
侵
害
の
頻
繁
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ざ
る
を
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
。」
と
引
き
上
げ
の
理
由
を

説
明
し
て
い
る（（（
（

。

表
1
お
よ
び
図
1
は
、
臨
時
法
制
審
議
会
が
始
ま
っ
た
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
か
ら
刑
法
起
草
委
員
会
で
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の

審
議
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）
の
間
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
終
局
総
件
数
を
、
司
法
省
『
刑
事
統
計
年
報
』
に
基
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づ
き
作
成
し
た
表
と
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
名
誉
に
対

す
る
罪
の
起
訴
件
数
が
一
九
二
二

年
か
ら
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
が
、
実
際
に
事
件
数
が
増
え

た
た
め
な
の
か
、
臨
時
法
制
審
議

会
で
の
議
論
を
受
け
て
訴
追
が
積

極
化
し
た
た
め
な
の
か
は
不
明
で

あ
る（（（
（

。
表
2
は
通
常
第
一
審
で
名
誉
毀

損
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
被
告
人
の

科
刑
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
（
（（
（

、
こ
れ
を
見
る
と
科
刑
が
法
定

刑
の
上
限
に
集
中
す
る
い
わ
ゆ
る

「
つ
っ
つ
き
現
象
」
が
起
き
て
い
る

と
は
い
え
ず
、
名
誉
毀
損
罪
の
法

定
刑
を
「
生
命
身
体
ニ
対
ス
ル
罪

表１・図１　名誉に対する罪の終局総件数（司法省『刑事統計年報』より）

（（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（0 （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（ （（（（

第 （ 審
名誉毀損 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （0（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（

侮　　辱 （ （ （（ （（ （（ （（ （ （ （ （ （ （ （ （（ （ （ （ （

略　式
名誉毀損 （（ （（ （（ （0 （（ （（ （（ （0 （（ （（ （（ （（ （0 （（ （（ （（ （（ （（

侮　　辱 （（ （0 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （0 （ （ （（ （ （（ （（ （ （

計 （（ （（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（0 （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（ （（ （（

19
21

19
22

19
23

19
24

19
25

19
26

19
27

19
28

19
29

19
30
19
31

19
32

19
33

19
34

19
35

19
36

19
37

19
38

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

略式 侮辱

略式 名誉毀損

第１審 侮辱

第２審 名誉毀損
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ノ
刑
ト
権
衡
ヲ
得
シ
ム
ル
」
ほ
ど
重
く
す
る
こ
と
は
、
実

務
の
必
要
か
ら
生
じ
た
要
請
と
い
う
よ
り
も
、
多
分
に
理

念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
、
当
時
の
我
が
国
に
お
い
て
、
理
念
の
上
で

名
誉
に
対
す
る
罪
の
法
定
刑
を
引
き
上
げ
る
理
由
は
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
考
え
得
る
の
は
、
諮
問
第
四
号
の
「
現
行
刑
法
ノ

規
定
ハ
之
ヲ
我
国
固
有
ノ
道
徳
及
美
風
良
習
ニ
稽
ヘ
改
正

ノ
必
要
ア
ル
ヲ
認
ム
」
を
受
け
て
「
改
正
ノ
綱
領
」
第
一

前
段
が
「
各
罪
ニ
対
ス
ル
刑
ノ
軽
重
ハ
本
邦
ノ
醇
風
美
俗

ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
名
誉
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
「
我
国
固
有
ノ
道
徳
及

美
風
良
習
」「
本
邦
ノ
醇
風
美
俗
」
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性

で
あ
る
。
し
か
し
、
改
正
の
議
論
の
中
で
綱
領
第
一
と
名

誉
に
対
す
る
罪
と
の
関
係
に
言
及
し
た
発
言
は
見
い
だ
せ

な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
考
え
得
る
の
は
、
同
時
代
の
ナ
チ
ス
刑
法
綱

表2　通常第一審名誉毀損罪被告人科刑状況（司法省『刑事統計年報』より）

懲　　　役 禁　　　錮 自由
刑 罰金 有罪

無罪
免訴
公訴
棄却

移送
その
他

合計
年 件数 人員 １年

以上
（ 月
以上

（ 月
以上

（ 月
未満

１年
以上

（ 月
以上

（ 月
以上

（ 月
未満 計 計 計

（（（（ 年 （（ （（ （ （ （（ （（ （ （（ （（
（（（（ 年 （（ （（ （ （ （ （（ （（ （ （（ （（
（（（（ 年 （（ （（ （ （ （ （ （ （（ （0 （（ （（
（（（（ 年 （（ （0（ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （0（
（（（（ 年 （（ （（（ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （（（
（（（（ 年 （（ （（0 （ （ （ （0 （（ （（ （ （（ （ （（0
（（（（ 年 （（ （（（ （ （ （（ （0 （ （（ （（（
（（（（ 年 （（ （（ （ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （（
（（（（ 年 （0（ （（（ （ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （（（
（（（0 年 （（ （（（ （ （ （ （（ （0 （ （（ （（（
（（（（ 年 （（ （0（ （ （ （ （ （ （（ （（ （（ （（ （0（
（（（（ 年 （（ （0（ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （0（
（（（（ 年 （（ （0（ （ （ （ （ （ （（ （（ （（ （ （（ （0（
（（（（ 年 （（ （0 （ （ （ （ （ （（ （（ （（ （0
（（（（ 年 （（ （（ （ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （（
（（（（ 年 （（ （（ （ （ （ （ （ （（ （0 （ （0 （（
（（（（ 年 （（ （（ （ （ （（ （（ （（ （（
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領
が
、
名
誉
を
極
め
て
高
く
評
価
し
、
個
人
的
法
益
の
章
に
お
い
て
生
命
身
体
の
前
に
名
誉
を
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら（（（
（

、
全
体
主
義
国
家

に
お
い
て
は
、
名
誉
と
い
う
法
益
に
極
め
て
高
い
価
値
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
刑
法
的
保
護
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る（（（
（

。
あ
る

い
は
、「
兵
士
の
名
誉
」
が
強
調
さ
れ
る
軍
国
主
義
国
家
（「
高
度
国
防
国
家
」）
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
そ

れ
が
「
武
士
の
名
誉
」
と
同
視
さ
れ
れ
ば
綱
領
第
一
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
）。
以
上
は
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
今
の
筆
者
に
こ
の
点
に

つ
い
て
何
か
述
べ
る
準
備
は
な
い（（（
（

。

第
二
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
綱
領
案
の
作
成
に
お
い
て
名
誉
毀
損
罪
の
重
罰
化
を
強
く
主
張
し
た
の
は
花
井
卓
蔵
で
あ
る
が
、
花
井

は
、
そ
の
理
由
を
臨
時
法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
、「
名
誉
毀
損
ノ
罪
ヲ
軽
ク
取
扱
フ
ト
云
フ
結
果
ハ
恐
ル
ヘ
キ
大
罪
ヲ
誘
発
致
シ
マ

ス
、
殺
人
ノ
犯
罪
、
傷
害
ノ
犯
罪
、
放
火
、
器
物
毀
棄
暴
行
脅
迫
ア
ラ
ユ
ル
犯
罪
行
為
ハ
皆
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
ス
ル
コ
ト
ヲ
放
任
ス
ル
ニ

由
リ
テ
生
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
名
誉
毀
損
罪
を
処
罰
す
る
理
由
は
、
名
誉
毀
損
に
よ
っ
て
誘

発
さ
れ
る
侵
害
者
と
被
害
者
と
の
間
の
決
闘
な
ど
に
よ
る
社
会
の
平
穏
の
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た（（（
（

。
花
井
自

身
も
イ
ギ
リ
ス
法
を
発
言
中
で
援
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
名
誉
侵
害
に
起
因
す
る
加
害
者
と
被
害
者
と
の
間

の
喧
嘩
闘
争
が
社
会
問
題
と
な
る
ほ
ど
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
た
と
は
聞
か
な
い（（（
（

。
花
井
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
政
治
家
・
実
業

家
な
ど
に
対
す
る
名
誉
毀
損
で
あ
り
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
テ
ロ
行
為
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
臨
時
法
制
審
議
会
主
査
委
員
会
に
お

い
て
花
井
は
、「
政
治
上
ノ
誤
解
或
ハ
誤
解
曲
解
ヲ
故
ラ
ニ
為
シ
テ
頭
ノ
熟
セ
サ
ル
青
少
年
ニ
或
印
象
ヲ
与
ヘ
ル
、
之
カ
為
メ
ニ
大
罪
ヲ

犯
ス
ニ
至
ル
、
畢
竟
名
誉
ノ
毀
損
ニ
胚
胎
ヲ
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
政
治
上
反
対
党
ニ
対
ス
ル
曲
解
的
名
誉
毀
損
程
恐
ル
ヘ
キ
結
果
ヲ
招
来

ス
ル
モ
ノ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
臨
時
法
制
審
議
会
第
一
回
総
会
の
直
前
の
大
正
一
〇
年
一
一
月
四
日
に
原
敬
首
相

が
暗
殺
さ
れ（（（
（

、
小
委
員
会
に
よ
る
綱
領
準
備
草
案
の
起
草
中
で
あ
る
大
正
一
二
年
一
二
月
二
七
日
に
は
摂
政
宮
暗
殺
未
遂
事
件
（
い
わ
ゆ
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〇
一

名
誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

る
虎
ノ
門
事
件
）
が
発
生
し
て
い
る
。
弁
護
士
で
あ
り
官
吏
侮
辱
罪
に
は
強
く
反
対
し
た
花
井
が
、
名
誉
毀
損
の
重
罰
化
を
強
く
主
張
し
た

背
景
に
は
、
当
時
の
指
導
者
層
の
テ
ロ
に
対
す
る
恐
怖
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

名
誉
に
対
す
る
罪
に
関
す
る
改
正
の
議
論
で
印
象
的
で
あ
る
の
は
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
が
主
に
政
治
家
、
実
業
家
な
ど
の
名
誉
で

あ
っ
て
、
庶
民
の
名
誉
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
が
、『
刑
事
統
計
年
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
名
誉

に
対
す
る
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
被
告
人
の
職
業
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
正
一
五
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
有
罪
人
員
一
六
九
人
中
、
農
業

二
五
人
（
一
四
・
八
％
）、
工
業
一
二
人
（
七
・
一
％
）、
商
業
二
三
人
（
一
三
・
六
％
）、
交
通
業
五
人
（
三
・
〇
％
）、
自
由
業
九
四
人
（
五
五
・
六
％
）

う
ち
記
者
・
著
述
業
八
九
人
（
五
二
・
七
％
）、
そ
の
他
一
〇
人
（
五
・
九
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
さ
ら

に
、
商
業
の
う
ち
の
物
品
販
売
業
一
四
人
、
工
業
の
う
ち
の
製
版
・
印
刷
業
五
人
も
出
版
関
係
者
だ
と
仮
定
す
る
と
、
一
六
九
人
中
実
に

一
一
三
人
（
六
六
・
九
％
）
が
出
版
関
係
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
被
害
者
の
多
く
は
、
お
そ
ら
く
政
治
家
、
実
業
家
を
始
め
と
す
る

著
名
人
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
次
に
大
き
な
集
団
は
農
業
の
二
五
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
村
社
会
の
中
で
起
き
た
事
件
だ
と
思
わ
れ
る
。
名

誉
に
対
す
る
罪
は
、
村
落
共
同
体
の
中
で
の
も
め
事
と
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
著
名
人
の
攻
撃
と
い
う
、
二
つ
の
全
く
異
な
っ
た
性
格
の
犯
罪

類
型
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
改
正
刑
法
仮
案
の
起
草
過
程
に
お
い
て
専
ら
問
題
に
さ
れ
て
い
た
の
は
、
後
者
の
類

型
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
昭
和
二
二
年
名
誉
毀
損
罪
改
正
の
性
格
を
検
証
す
る
た
め
に
、
改
正
刑
法
仮
案
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
起
草
過
程
を
跡
づ
け
、
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若
干
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
が
要
求
し
た
、
①
名
誉
毀
損
罪
の
重
い
場
合
の
非
親
告
罪
化
、
②
刑
の
引

き
上
げ
、
③
被
害
者
の
請
求
に
よ
る
事
実
証
明
の
導
入
は
、
い
ず
れ
も
改
正
刑
法
仮
案
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
①
非
親
告
罪
化

に
つ
い
て
は
、
綱
領
に
従
っ
て
軽
重
を
区
別
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
名
誉
毀
損
罪
一
般
を
非
親
告
罪
（
た
だ
し
被
害
者
の
意
思

に
反
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
②
刑
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
の
上
限
が
、
予
備
草
案

で
は
通
常
の
場
合
三
年
、
加
重
類
型
五
年
と
さ
れ
て
い
た
が
、
仮
案
に
お
い
て
は
、
通
常
の
場
合
は
三
年
に
据
え
置
か
れ
た
が
、
重
い
場

合
は
七
年
（
事
実
が
虚
偽
の
場
合
な
い
し
出
版
に
よ
る
場
合
）
な
い
し
一
〇
年
（
出
版
に
よ
る
虚
偽
の
事
実
の
公
表
の
場
合
）
と
さ
れ
た
。
事
実
証

明
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
に
よ
る
請
求
に
基
づ
く
事
実
証
明
に
対
し
て
強
い
批
判
が
あ
っ
た
が
、
綱
領
に
拘
束
さ
れ
て
結
局
規
定
さ
れ
た
。

一
方
、
被
告
人
の
側
の
事
実
証
明
は
、
大
審
院
の
要
望
も
あ
っ
て
、
綱
領
に
は
な
か
っ
た
が
、
導
入
さ
れ
た
。
し
か
も
、
大
審
院
の
新
聞

紙
法
・
出
版
法
の
事
実
証
明
規
定
の
解
釈
が
厳
格
に
過
ぎ
る
と
し
て
、
よ
り
広
く
事
実
証
明
を
認
め
る
た
め
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

仮
案
四
一
二
条
は
、
昭
和
二
二
年
改
正
で
導
入
さ
れ
た
刑
法
二
三
〇
条
ノ
二
第
一
項
と
同
じ
規
定
で
あ
り
、
戦
前
の
段
階
で
こ
の
よ
う
な

規
定
が
起
草
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

戦
前
の
刑
法
全
面
改
正
の
試
み
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
の
引
き
上
げ
の
一
部
と
事
実
証
明
規
定
の
導
入
は
、

戦
後
に
な
っ
て
刑
法
の
一
部
改
正
と
し
て
実
現
し
た（（（
（

。
奥
平
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
二
二
年
の
改
正
に
よ
る
事
実
証
明
規
定

の
導
入
が
「
内
閣
法
制
局
的
な
問
題
関
心
」
か
ら
の
法
改
正
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
二
三
〇
条
の
二
が
、
新
聞
紙
法
・
出
版
法
の

事
実
証
明
規
定
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
の
で
な
く
、
現
在
の
よ
う
な
規
定
形
式
と
な
っ
た
の
は
、
戦
前
の
改
正
作
業
の
成
果
を
踏
ま
え
た

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
法
定
刑
の
引
き
上
げ
と
合
わ
せ
て
戦
前
の
改
正
作
業
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
最
初
に
引
用
し
た
、
新
憲
法
の
下
で
人
権
が
特
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
論
の
事
前
検
閲
が
な
く
な
っ
た
こ
と
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名
誉
毀
損
罪
昭
和
二
二
年
改
正
へ
の
途
（
佐
伯
）

が
昭
和
二
二
年
改
正
の
理
由
で
あ
る
と
い
う
中
野
博
士
の
説
明
を
、
額
面
通
り
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
の
よ
う
に
、
こ
の
改

正
を
規
制
緩
和
に
伴
う
制
裁
の
強
化
の
一
例
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
戦
前
の
名
誉
に
対
す
る
罪
の
事
件
数
は
図
1
・
表
1
で
見
た
よ
う
に
、
昭
和
一
〇
年
以
降
急
減
し
て
お
り（（（
（

、
そ
れ
が
戦
時

体
制
下
の
言
論
統
制
の
強
化
に
伴
う
も
の
だ
と
す
れ
ば（（（
（

、
戦
後
の
規
制
緩
和
が
刑
罰
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
理
解
も
全
く
の
誤
り

で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
疑
問
は
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
改
正
刑
法
仮
案
の
起
草
過
程
で
な
さ
れ
た
名
誉
の
罪

に
関
す
る
議
論
の
中
に
は
、
現
在
で
も
興
味
深
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
が
基
礎
と
し
た
会
議
資
料
は
一
般
に
広
く
公
開
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
の
紹
介
が
今
後
の
議
論
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
）
中
野
次
雄
『
逐
条
改
正
刑
法
の
研
究
』
一
六
二
─
一
六
三
頁
（
良
書
普
及
会
、
一
九
四
八
年
）
参
照
。

（
2
）
拙
稿
「
規
制
緩
和
と
刑
事
法
」
ジ
ュ
リ
一
二
二
八
号
四
三
頁
（
二
〇
〇
二
年
）〔
同
『
制
裁
論
』
三
九
頁
（
二
〇
〇
九
年
）〕
参
照
。

（
3
）
中
野
博
士
の
解
説
は
、
冒
頭
で
、「
名
誉
毀
損
罪
の
法
定
刑
を
重
く
す
る
こ
と
は
、
多
年
の
要
望
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
で
に

大
正
一
五
年
の
『
刑
法
改
正
ノ
綱
領
』
は
そ
の
第
三
五
に
お
い
て
『
名
誉
毀
損
罪
ノ
刑
ハ
之
ヲ
重
ク
シ
生
命
、
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
ノ
刑
ト
権
衡
ヲ

得
シ
ム
ル
コ
ト
』
と
規
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
予
備
草
案
・
仮
案
と
も
そ
れ
ぞ
れ
相
当
程
度
刑
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
（
特
に
仮
案
に
お

い
て
そ
れ
が
著
し
い
）
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
野
・
前
掲
注（
1
）一
六
一
頁
。

（
4
）
内
務
省
警
保
局
の
警
保
委
員
会
が
昭
和
三
年
八
月
三
日
に
答
申
し
た
「
出
版
法
制
改
革
要
綱
」
は
、
従
来
か
ら
の
規
制
事
項
に
名
誉
毀
損
を
加

え
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
榛
村
専
一
『
新
聞
紙
法
制
』
二
三
三
─
二
三
四
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
三
年
）
参
照
。

（
5
）
奥
平
康
弘
『
憲
法
裁
判
の
可
能
性
』
一
六
七
─
一
六
八
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

（
6
）
名
誉
に
対
す
る
罪
の
沿
革
に
つ
い
て
、
田
中
萬
一
『
名
譽
に
對
す
る
犯
罪
の
研
究
（
司
法
研
究
報
告
書
第
二
〇
輯
一
〇
）』
八
頁
以
下
（
一
九
三

六
年
）、
小
野
清
一
郎
『
刑
法
に
於
け
る
名
譽
の
保
護
』
一
二
四
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）
参
照
。

（
7
）
「
新
律
綱
領
」
で
は
、
罵
詈
律
に
「
凡
人
ヲ
罵
ル
者
ハ
笞
一
十
、
互
ニ
相
罵
ル
者
ハ
各
笞
一
十
」
と
規
定
さ
れ
、
被
害
者
の
身
分
に
よ
る
加
重
規



三
〇
四

定
と
し
て
、
勅
任
長
官
（
徒
一
年
）・
奏
任
長
官
（
杖
九
十
）・
判
任
長
官
（
杖
六
十
）、
奴
婢
に
よ
る
家
長
（
徒
一
年
）、
雇
人
に
よ
る
家
長
（
杖

八
十
）、
四
親
等
親
の
尊
長
・
妻
の
父
母
（
笞
五
十
三
）、
祖
父
母
父
母
・
夫
の
祖
父
母
父
母
（
流
三
等
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。「
改
定
律
令
」

で
も
罵
詈
律
に
同
種
の
加
重
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

（
8
）
本
稿
に
お
い
て
、
引
用
文
の
旧
字
は
新
字
に
改
め
て
い
る
。

（
9
）
榛
村
・
前
掲
注（
4
）五
四
頁
、六
一
頁
参
照
。
さ
ら
に
、美
土
路
昌
一
『
明
治
大
正
史
１　

言
論
篇
』
五
三
頁
以
下
（
朝
日
新
聞
社
、一
九
三
〇
年
）

参
照
。

（
10
）
旧
刑
法
の
名
誉
毀
損
に
対
す
る
罪
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、佐
藤
結
美
「
名
誉
毀
損
罪
の
再
構
成
（
1
）
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
」

北
大
法
学
六
二
巻
五
号
一
三
〇
七
頁
以
下
（
二
〇
一
二
年
）
が
詳
し
い
。

（
11
）
名
誉
に
対
す
る
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
事
件
に
関
す
る
読
売
新
聞
の
記
事
の
件
数
は
、
一
八
七
八
年
二
八
件
、
七
九
年
七
五
件
、
八
〇
年
六
一
件
、

八
一
年
八
七
件
、
八
二
年
四
一
件
、
八
三
年
一
六
件
、
八
四
年
四
件
で
あ
る
。

（
12
）
改
正
の
経
過
に
つ
い
て
、
佐
藤
・
前
掲
注（
10
）一
三
〇
五
頁
以
下
参
照
。

（
13
）
真
実
証
明
規
定
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
・
前
掲
注（
10
）一
三
〇
二
頁
以
下
参
照
。

（
14
）
前
掲
大
判
大
正
一
二
・
一
二
・
二
七
は
原
判
決
が
事
実
証
明
を
許
し
た
の
は
情
状
取
調
の
た
め
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

（
15
）
以
下
の
記
述
は
、
主
に
、『
臨
時
法
制
審
議
会
総
会
議
事
速
記
録　

諮
問
第
四
号
（
刑
法
改
正
）』〔
以
下
「
総
会
速
記
録
」
と
し
て
引
用
す
る
〕、

『
臨
時
法
制
審
議
会
主
査
委
員
会
議
事
速
記
録　

諮
問
第
四
号
（
刑
法
改
正
）』〔
以
下
「
主
査
委
員
会
速
記
録
」
と
し
て
引
用
す
る
〕、『
刑
法
改
正

原
案
起
草
日
誌
』〔
以
下
、「
原
案
起
草
日
誌
」
と
し
て
引
用
す
る
〕、『
刑
法
改
正
起
草
委
員
会
議
事
日
誌
』〔
以
下
「
起
草
委
員
会
日
誌
」
と
し
て

引
用
す
る
〕
に
よ
る
。
刑
法
仮
案
の
起
草
過
程
に
関
し
て
は
、
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
林
弘
正
『
改
正
刑
法
假
案
成
立
過
程
の
研
究
』（
二
〇
〇
三

年
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
小
幡
尚
「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
監
獄
法
・
刑
法
改
正
事
業
」
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
五
四
巻
一
頁
以
下
（
二
〇
〇

五
年
）〔
資
料
の
紹
介
が
詳
し
い
〕、
新
井
勉
「
改
正
刑
法
仮
案
の
編
纂
と
内
乱
罪
」
日
本
法
学
七
三
巻
二
号
八
〇
五
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
吉
井
匡

「
改
正
刑
法
仮
案
成
立
過
程
に
お
け
る
裁
判
所
侮
辱
を
め
ぐ
る
議
論
─
刑
法
改
正
起
草
委
員
会
議
事
日
誌
に
見
る
『
審
判
の
進
行
確
保
』
と
『
裁
判

の
威
信
擁
護
』
─
」
立
命
館
法
学
二
〇
一
二
年
五
・
六
号
三
九
八
五
頁
以
下
（
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
16
）
総
会
速
記
録
七
頁
以
下
。

（
17
）
綱
領
案
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
倉
富
勇
三
郎
の
第
二
回
主
査
委
員
会
に
お
け
る
説
明
（
主
査
委
員
会
速
記
録
二
─
四
頁
）、
お
よ
び
、
花
井
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卓
蔵
主
査
委
員
長
か
ら
平
沼
騏
一
郎
臨
時
法
制
審
議
会
総
裁
に
宛
て
た
大
正
一
五
年
七
月
九
日
付
の
「
諮
問
第
四
号
刑
法
改
正
主
査
委
員
会
経
過

概
要
」（
総
会
速
記
録
二
七
二
─
二
七
三
頁
）
参
照
。

（
18
）
主
査
委
員
会
速
記
録
一
八
八
頁
以
下
参
照
。

（
19
）
牧
野
委
員
は
、
こ
れ
ら
の
案
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
系
、
特
に
ス
イ
ス
の
草
案
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
主
査
委
員
会
速
記
録

一
九
五
頁
以
下
参
照
。

（
20
）
両
院
協
議
会
に
お
い
て
は
、
花
井
自
身
が
公
務
員
侮
辱
罪
・
公
務
所
侮
辱
罪
の
廃
止
を
主
張
す
る
大
演
説
を
行
っ
て
い
た
。
倉
富
勇
三
郎
＝
平

沼
騏
一
郎
＝
花
井
卓
蔵
監
修
（
松
尾
浩
也
増
補
改
題
）『
増
補
刑
法
沿
革
総
覧
』
二
〇
九
七
頁
以
下
（
信
山
社
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。 

（
21
）
主
査
委
員
会
速
記
録
二
〇
〇
─
二
〇
一
頁
。

（
22
）
主
査
委
員
会
速
記
録
二
〇
六
─
二
〇
七
頁
。

（
23
）
主
査
委
員
会
速
記
録
二
〇
六
─
二
〇
七
頁
。

（
24
）
主
査
委
員
会
速
記
録
二
六
四
─
二
六
五
頁
。

（
25
）
総
会
速
記
録
一
六
八
─
一
六
九
頁
。

（
26
）
総
会
速
記
録
一
六
九
頁
、
一
七
二
─
一
七
五
頁
。

（
27
）
総
会
速
記
録
一
七
六
─
一
七
九
頁
。

（
28
）
起
草
委
員
会
第
一
回
会
議
に
お
け
る
泉
二
新
熊
委
員
の
説
明
に
よ
る
。
な
お
、
懲
罰
償
金
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
過
程
に
お
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
名
誉
に
対
す
る
罪
に
特
有
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
、
仮
案
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
紙
幅
の
制
約
な
ど
か
ら
、
本
稿
で
は
同
規
定
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

（
29
）
予
備
草
案
か
ら
起
草
過
程
の
案
で
は
最
終
段
階
ま
で
現
行
法
の
「
懲
役
」
で
は
な
く
「
懲
治
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。「
懲
役
」
に
代

え
て
「
懲
治
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
の
は
、
応
報
刑
か
ら
教
育
刑
へ
の
変
化
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
総
則
の
審
議
に
お
い
て
、

「
懲
治
」
は
元
の
「
懲
役
」
に
戻
す
こ
と
と
さ
れ
、
各
則
の
審
議
が
始
ま
っ
た
昭
和
六
年
九
月
二
二
日
の
第
一
五
二
回
会
議
で
は
、
花
井
委
員
長

が
、「
原
案
ニ
ハ
懲
治
ト
ア
ル
モ
総
則
決
議
ノ
際
懲
役
ト
為
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
『
懲
治
』
ハ
『
懲
役
』
ニ
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
以
下
之
ニ
同

シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
監
獄
法
改
正
に
関
す
る
議
論
も
含
め
て
、
小
幡
・
前
掲
注（
15
）一
四
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
30
）
記
録
で
は
「
拡
張
ス
ル
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
明
ら
か
に
「
縮
小
ス
ル
」
の
誤
り
で
あ
る
。
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（
31
）
こ
の
間
、
第
一
次
整
理
案
（「
昭
和
八
、
九
、
一
刑
印
」）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
条
文
は
第
一
次
整
理
案
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
次

か
ら
第
五
次
に
及
ぶ
整
理
案
の
作
成
経
過
に
つ
い
て
は
、
小
幡
・
前
掲
注（
15
）三
五
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
32
）
陸
軍
刑
法
七
三
条
一
項
は
、「
上
官
ヲ
其
ノ
面
前
ニ
於
テ
侮
辱
シ
タ
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ニ
処
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
海
軍

刑
法
七
一
条
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
。

（
33
）
廃
止
の
経
緯
に
つ
い
て
、
小
幡
・
前
掲
注（
15
）四
三
頁
以
下
参
照
。

（
34
）
小
野
・
前
掲
注（
6
）二
二
三
頁
。
小
野
は
続
け
て
、「
し
か
し
、
同
時
に
我
等
は
、
名
誉
の
不
明
晰
な
概
念
に
依
り
、
名
誉
毀
損
を
以
て
人
の
人

格
的
核
心
を
傷
く
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
思
惟
し
、
ま
た
名
誉
を
以
て
生
命
よ
り
も
重
し
と
し
た
封
建
的
名
誉
観
を
想
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

名
誉
保
護
の
た
め
に
加
重
の
刑
罰
制
裁
を
科
す
る
こ
と
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
35
）
春
原
昭
彦
『
日
本
新
聞
通
史
』
一
五
二
─
一
五
二
頁
（
新
泉
社
、
一
九
八
五
年
）
は
、
紙
面
の
硬
軟
の
別
が
徐
々
に
取
り
除
か
れ
、
社
会
部
の

地
位
が
上
が
っ
て
特
ダ
ネ
合
戦
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
名
誉
侵
害
に
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
36
）
大
正
一
五
年（
一
九
二
一
年
）の『
刑
事
統
計
年
報
』に
は
科
料
が
一
件
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
の
で
、表
か
ら
は
除
外
し
た
。

そ
の
た
め
、
同
年
の
人
員
欄
と
合
計
欄
の
数
が
一
致
し
て
い
な
い
。 

（
37
）See, N

ationalsozialistisches Strafrecht: D
enkschrift des Preussischen Justizm

inisters, S.80, 1933.  

改
正
刑
法
仮
案
と
ナ
チ
ス

刑
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
牧
野
英
一
『
改
正
刑
法
假
案
と
ナ
チ
ス
刑
法
綱
領
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
一
年
）
が
あ
る
が
、
名
誉
の
保
護
に
つ
い
て

は
（「
民
族
の
名
誉
」
を
除
い
て
）
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
38
）
名
誉
と
い
う
法
益
は
、
個
人
と
社
会
の
間
に
成
立
す
る
法
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
尊
厳
と
自
律
を
重
ん
じ
る
社
会
に
お
い
て
高
い
評
価

を
受
け
る
面
も
あ
る
が
、
伝
統
的
集
団
的
社
会
や
全
体
主
義
的
社
会
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
る
面
も
あ
る
、
両
義
的
な
法
益
で
あ
る
。

（
39
）
改
正
刑
法
仮
案
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
は
、
中
山
研
一
「
改
正
刑
法
仮
案
の
歴
史
的
考
察
」
法
時
一
九
六
〇
年
七
月
臨
時
増
刊
号
参
照
。

（
40
）
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
処
罰
理
由
が
現
代
社
会
に
お
い
て
妥
当
し
な
く
な
る
と
、
名
誉
の
保
護
は
主
に
民
事
の
問
題
と
さ
れ
、
名
誉
毀
損

罪
は
し
だ
い
に
廃
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
拙
稿
「
英
米
に
お
け
る
名
誉
毀
損
罪
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向
」『
曽
根
威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古

稀
祝
賀
論
文
集
（
下
）』
九
三
頁
以
下
（
成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
近
世
の
武
士
の
社
会
で
名
誉
侵
害
に
起
因
す
る

喧
嘩
闘
争
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
谷
口
眞
子
『
近
世
社
会
と
法
規
範:

名
誉
・
身
分
・
実
力
行
使
』
五
〇
頁
以
下
（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
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（
41
）
名
誉
侵
害
に
極
度
に
敏
感
で
暴
力
に
訴
え
て
で
も
面
子
を
守
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
「
名
誉
の
文
化
」
が
存
在
す
る
社
会
の
研
究
と
し
て
、

Ｒ･

Ｅ･

ニ
ス
ベ
ッ
ト
、
Ｄ･

コ
ー
エ
ン
（
石
井
敬
子
・
結
城
雅
樹
編
訳
）『
名
誉
と
暴
力　

ア
メ
リ
カ
南
部
の
文
化
と
心
理
』（
北
大
路
書
房
、

二
〇
〇
九
年
）
が
興
味
深
い
。
武
士
の
名
誉
の
研
究
と
し
て
、
笠
谷
和
比
古
『
武
士
道
そ
の
名
誉
の
掟
』（
教
育
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
池
上
英

子
（
森
本
醇
訳
）『
名
誉
と
順
応
：
サ
ム
ラ
イ
精
神
の
歴
史
社
会
学
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
谷
口･

前
掲
注（
40
）二
四
七
頁
以
下
な
ど

参
照
。

（
42
）
犯
人
の
動
機
は
政
友
会
に
か
か
わ
る
疑
獄
に
憤
慨
し
た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
。
少
し
前
に
は
星
亨
も
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
東
京
市
の
疑
獄

事
件
に
関
連
し
て
島
田
三
郎
の
毎
日
新
聞
（
現
在
の
毎
日
新
聞
と
は
異
な
る
）
が
逓
信
大
臣
で
あ
っ
た
星
ら
を
追
及
し
、
星
は
辞
任
し
た
が
、
明

治
三
四
年
六
月
二
一
日
に
、
伊
庭
想
太
郞
に
刺
殺
さ
れ
た
。
春
原･

前
掲
注（
35
）一
〇
四
頁
は
、「
伊
庭
は
『
毎
日
新
聞
』
を
愛
読
し
、
星
を
生
か

し
て
お
い
て
は
国
家
の
た
め
に
な
ら
ぬ
と
、
こ
の
挙
に
出
た
も
の
で
、
島
田
の
筆
は
、
つ
い
に
星
を
刺
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
43
）
昭
和
二
二
年
の
改
正
で
は
暴
行
罪
・
脅
迫
罪
の
法
定
刑
も
一
年
以
下
の
懲
役
か
ら
二
年
以
下
の
懲
役
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
改

正
刑
法
仮
案
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
44
）
名
誉
に
対
す
る
罪
の
総
件
数
は
、
本
文
表
に
挙
げ
た
一
九
三
八
年
の
四
九
件
の
後
、
三
九
年
は
四
六
件
、
四
〇
年
は
三
五
件
と
減
少
が
続
い
て

い
る
。

（
45
）
昭
和
一
一
年
に
内
閣
情
報
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
一
五
年
に
は
内
閣
情
報
局
と
な
っ
て
、
報
道･

宣
伝
の
一
元
的
統
制
を
担
っ
た
。「
十
年

代
初
期
に
は
全
国
に
約
一
二
〇
〇
の
日
刊
紙
（
週
刊
、
旬
刊
誌
を
入
れ
る
と
約
七
七
〇
〇
紙
）
が
存
在
し
た
が
、
政
府
は
強
権
を
も
っ
て
統
合
に

つ
と
め
た
結
果
、
十
八
年
に
は
新
聞
発
行
社
わ
ず
か
五
五
社
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
統
合
の
目
的
は
人
員
、
資
材
の
節
減
に
も
あ
っ
た
が
、
真

の
ね
ら
い
は
情
報
の
統
制
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
政
府
は
初
め
全
国
の
新
聞
社
を
一
元
化
す
る
案
を
提
示
し
た
が
、
こ
れ
に
は
さ
す
が
新
聞
人
の

中
に
も
反
対
の
声
が
強
く
、
東
京
、
大
阪
の
二
大
都
市
を
除
き
、
一
県
一
紙
の
新
聞
統
合
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。」
春
原･

前
掲
注（
35
）二
〇
〇

頁
。

（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
）


